
天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
・
王
格
表
現

 
 
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

吉

川

士晶

和

一、

 
世
に
「
天
草
本
平
家
物
語
」
と
称
さ
れ
る
一
書
は
単
行
本
で
は
な
く
、
響

8
謬
（
「
伊
曽
保
物
語
」
）
、
霧
雲
（
「
金
句
集
」
）
と
三
部
一

冊
に
合
綴
さ
れ
、
原
本
は
大
英
博
物
館
の
所
蔵
に
な
る
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。

内
容
は
、
我
が
国
の
「
平
家
物
語
」
を
ロ
ー
マ
字
表
記
の
口
語
体
に
抄
訳
し
た
．

も
の
で
あ
り
、
抄
訳
者
は
緒
言
に
よ
れ
ば
不
干
ハ
ビ
ア
ン
＠
亘
な
る
、
我

．
が
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
先
達
で
あ
る
。
抄
訳
年
時
は
緒
言
の
末
尾
に
「
時
に
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
サ
ユ

出
世
。
 
一
五
九
二
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
和
暦
の
文
禄
元
年
に
当
る
。
抄
訳

の
目
的
は
扉
紙
に
「
日
本
の
こ
と
ば
と
房
8
量
を
習
ひ
知
ら
ん
と
欲
す
る
人

 
 
 
 
 
 
ハ
サ
 

の
た
め
に
世
話
に
や
は
ら
げ
た
る
平
家
の
物
語
」
と
あ
り
、
ヤ
ソ
会
開
板
の
辞

に
も
、
「
計
う
は
こ
と
ば
稽
古
の
た
め
、
誓
う
は
世
の
徳
の
た
め
」
と
記
さ
れ
て

、い

驍
ﾆ
こ
ろ
が
ら
、
渡
来
し
た
外
国
人
宣
教
師
た
ち
の
日
本
語
学
習
と
日
本
歴
、

史
の
知
識
習
得
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ざ
ふ
た
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゼ

 
ま
た
、
「
両
人
相
対
し
て
雑
談
を
な
す
が
ご
と
く
、
こ
と
ば
の
て
に
は
を
書
写

 
ム
げ
ヨ

せ
よ
し
と
い
う
ハ
ビ
ア
ン
の
師
の
命
に
従
い
、
「
天
草
本
平
家
物
語
」
は
、
語
り

手
の
宣
三
検
校
と
聞
き
手
の
右
馬
之
允
と
の
対
話
形
式
で
物
語
が
進
行
す
る
。

こ
の
点
が
、
抄
訳
の
原
拠
と
な
っ
た
、
所
謂
「
平
家
物
語
」
の
構
成
と
大
き
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
げ
ヰ

乖
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
り
手
と
聞
き
手
が
登
場
し
、
し
か
も

話
題
が
主
従
関
係
の
厳
格
な
武
家
社
会
の
興
亡
に
纒
わ
る
も
の
で
あ
る
だ
け

に
、
国
語
学
的
に
は
中
世
に
お
け
る
待
遇
表
現
研
究
の
好
個
の
資
料
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

 
さ
ら
に
、
「
伊
曽
保
物
語
」
そ
の
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
等
し
く
言
え
る
こ

と
で
あ
る
が
、
ロ
「
マ
字
に
よ
っ
て
日
本
語
が
表
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
特
異
な

性
格
を
有
す
る
国
語
資
料
と
な
り
得
、
事
実
、
国
語
史
、
と
り
わ
け
音
韻
史
研

究
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
き
た
。
中
世
語
の
音
韻
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を
抜

き
に
し
て
は
語
り
得
な
い
。
た
だ
宣
教
師
た
ち
の
使
用
し
た
日
本
語
ロ
ー
マ
字

綴
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
の
発
音
に
基
づ
い
て
お
り
、
今
日

の
所
謂
ヘ
ボ
ン
式
を
改
変
し
た
綴
り
方
と
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
従
っ
て
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に
ー



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
ー

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
ロ
ー
マ
帳
綴
か
ら
当
時
の
国
語
音
韻
を
推
定
す
る
場
合
に

は
、
今
日
の
ロ
ー
マ
字
音
に
対
す
る
意
識
を
一
度
、
払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
厳
正
を
期
す
る
な
ら
ば
、
ロ
ー
マ
字
表
記
と
言
え
ど
も
、
そ
れ
が
文
字

で
あ
る
以
上
、
い
く
ら
表
音
主
義
を
原
則
と
し
て
も
音
そ
の
も
の
で
は
あ
り
得

な
い
。
ま
た
一
．
音
一
表
記
の
原
則
を
破
り
、
同
音
に
対
し
て
二
種
以
上
の
表
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
ら

法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン

宣
教
師
た
ち
が
考
案
し
た
ロ
ー
マ
頂
相
が
、
中
世
の
国
語
音
韻
と
正
確
に
対
応

し
て
い
る
と
は
断
言
し
得
な
い
。
た
だ
漢
字
仮
名
交
り
の
国
字
体
と
比
較
す
れ

ば
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
方
が
表
音
的
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
音
韻

研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

 
周
知
の
如
く
、
室
町
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
日
本
語
は
近
代
語
と
し
て

の
諸
特
性
を
具
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
格
関
係
の
明
示
が
挙
げ
ら

れ
る
。
語
と
語
と
の
関
係
を
認
定
し
表
現
す
る
機
能
は
、
日
本
語
の
場
合
、
い

わ
ゆ
る
格
助
詞
が
担
っ
て
い
る
。
「
天
草
本
平
家
物
語
」
で
、
格
表
示
の
顕
現
し

て
い
く
過
程
と
、
待
遇
表
現
と
の
関
連
を
見
る
場
合
、
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
の

様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
そ
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
天
草
本
平
家
物
語
」
と
そ
の
抄
訳
テ
キ
ス
ト
と
も

言
う
べ
き
原
拠
本
と
の
対
応
関
係
で
あ
る
。
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
の
天
草
本
で
の

用
法
に
は
、
原
拠
と
な
っ
た
古
典
平
家
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
原
拠
本
と
の
対
比
を
試
み
つ
つ
、
「
天
草
本
平
家
物
語
」
の
格
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ほ
 

表
現
、
特
に
「
の
」
「
が
」
を
中
心
と
し
た
主
格
表
現
に
つ
い
て
論
じ
、
奎
日
の

待
遇
表
現
、
ひ
い
て
は
中
世
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
研
究
の
】
歩
と
し
た
い
。

二
、
．
「
天
草
本
平
家
物
語
」
に
お
け
る

人
名
に
承
接
す
る
「
の
」
「
が
」
の
分
類

主
格
表
現
と
待
遇
表
現
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
先
ず
、
人
名
に
承
接
す
る
「
の
」
「
が
」
の
分
類
を
行
な
う
。

 
「
天
草
本
平
家
物
語
」
（
以
下
「
天
草
本
」
と
略
す
）
に
使
用
さ
れ
た
主
格
表

示
の
「
の
」
「
が
」
の
各
巻
に
お
け
る
分
布
は
付
表
1
の
如
く
で
あ
る
。
両
助
詞

の
比
率
は
、
「
伊
暫
保
物
語
」
に
比
較
し
て
も
大
差
は
な
い
。
即
ち
「
が
」
が
「
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
な
ア

の
二
倍
強
の
割
合
で
使
弔
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

．
ま
た
、
清
瀬
良
一
氏
は
、
「
天
草
本
」
の
巻
四
に
は
、
「
全
般
的
に
逐
語
訳
が
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
サ
 

な
り
目
立
ち
、
あ
る
種
の
文
語
的
な
語
詞
が
偏
っ
て
見
ら
れ
る
な
ど
く
平
家
V

の
表
現
面
と
密
着
し
た
文
の
運
び
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
き
、
従
っ
て
「
口
語
「

資
料
と
し
て
の
価
値
は
む
し
ろ
前
半
の
部
分
の
方
が
高
い
］
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
の
分
布
状
態
は
、
む
し
ろ
「
天
草
不
」
の
巻
一
に
「
の
」

の
出
現
率
が
高
い
。
こ
の
特
色
に
は
、
文
語
体
の
詞
章
を
世
間
一
般
の
口
語
体

に
翻
訳
す
る
場
合
に
、
語
形
変
化
の
な
い
、
従
っ
て
他
の
語
句
に
移
し
変
、
え
る

機
会
の
少
な
い
助
詞
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
原
拠
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
影
響
が

想
定
さ
れ
る
。
事
実
、
付
表
2
に
示
す
原
拠
本
で
の
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
の
分

 
 
 
 
 
注
1
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
1

布
を
見
る
と
、
「
天
草
本
」
の
巻
」
の
原
拠
本
と
目
さ
れ
て
い
る
覚
一
本
平
家
の

巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
は
「
の
」
の
出
現
率
が
高
い
。
こ
の
こ
と
と
原
文
の
「
の
」

を
「
が
」
も
し
く
は
他
の
助
詞
に
代
替
す
る
態
度
の
不
確
実
ざ
も
手
伝
っ
て
、

口
語
的
色
彩
の
強
い
と
さ
れ
る
「
天
草
本
」
の
前
半
、
殊
に
巻
一
に
、
他
の
巻

よ
研
も
「
の
」
の
出
現
率
が
高
い
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
そ
の
際
、
原
拠
本
で

一2一



の
「
の
」
が
全
て
「
天
草
本
」
に
そ
の
ま
ま
移
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
が
」
そ

の
他
の
助
詞
と
交
替
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
原
拠
本
「
の
」
が
そ
の

ま
ま
「
天
草
本
」
「
の
」
へ
と
、
無
変
化
で
口
語
訳
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
次
に
、
「
の
」
「
が
」
の
下
接
語
句
を
分
類
す
る
と
、
両
助
詞
の
文
機
沖
上
の
差

が
明
瞭
に
な
る
。
主
格
「
の
」
「
が
」
に
対
応
す
る
述
語
部
分
は
動
詞
と
形
容
詞

が
殆
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ば
両
助
詞
と
も
同
様
の
相
を
呈
す
る
。
し
か
し
「
が
」

が
承
接
し
た
主
語
に
対
応
す
る
述
語
部
分
は
、
言
い
切
り
、
仮
定
、
引
用
を
導

び
く
表
現
な
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
の
」
助
詞
に
対
応
す
る
述
語
部
分
は
、

 
●
人
の
見
ま
ら
す
る
時
は
、
珠
数
つ
ま
ぐ
ら
せ
ら
れ
、
（
二
四
第
二
十
六
P
3

 
 
 
ハ
 
ね

 
 
8
9
）

 
●
義
経
は
さ
だ
め
て
謀
叛
の
心
も
あ
ら
う
ず
、
勢
ど
も
の
つ
か
ぬ
先
に
討
た

 
 
う
と
思
ふ
。
（
巻
首
第
二
十
四
P
3
7
4
）

な
ど
の
様
に
、
大
半
が
活
用
語
の
連
体
形
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
従
属
句
を
構
成

 
 
 
け
ロ
お

し
て
い
る
。
従
，
っ
て
、
結
局
は
連
体
格
用
法
に
帰
す
る
と
も
言
え
る
。
主
格
「
の
」

助
詞
三
六
六
例
中
、
二
一
二
七
例
が
従
属
句
を
構
成
し
、
連
体
修
飾
田
中
の
主
格

表
示
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
用
法
も
、

 
●
鎌
倉
殿
の
ま
つ
お
使
ひ
に
佐
々
木
は
何
と
と
た
つ
ね
さ
せ
ら
れ
た
れ
ば
、

（
巻
四
第
二
P
2
3
7
）

の
如
く
、
話
し
手
の
所
謂
、
待
遇
意
識
に
よ
っ
て
「
の
」
が
選
択
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
純
粋
な
交
機
能
上
の
主
格
「
の
」
の
用
法
は
さ
ら
に
限

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
の
」
助
詞
が
言
語
主
体
の
待
遇
意
識
に
よ
っ
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
従
属
句
に
あ
っ
て
連
体
修
飾
節
の
主
格
を
表
示
す
る

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

と
い
う
文
機
能
上
の
要
請
で
あ
る
の
か
の
判
別
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
個
々

の
実
例
に
徴
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
「
天
草
本
」
で
如
何

な
る
人
物
が
「
の
」
で
主
格
表
示
さ
れ
、
ま
た
「
が
」
で
表
示
さ
れ
る
か
を
分

類
す
る
。

 
言
語
主
体
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
対
象
の
人
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
感
情

を
抱
き
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
言
語
表
現
と
し
て
表
出
す
る
か
を
、
一
般
に
待

遇
表
現
と
呼
ん
で
い
る
が
、
言
語
主
体
の
待
遇
意
識
は
、
対
象
人
物
を
そ
の
人

物
独
自
の
名
称
、
即
ち
固
有
名
詞
で
表
現
す
る
と
き
、
最
も
鋭
敏
に
な
る
。
そ

こ
で
先
ず
、
「
天
草
本
」
の
固
有
名
詞
、
乃
至
固
有
名
詞
的
な
表
現
の
分
類
を
し
、

て
み
る
。
こ
こ
で
い
う
、
「
固
有
名
詞
的
な
表
現
」
と
は
、
例
え
ば
、
頼
朝
を
「
鎌

倉
殿
」
、
平
宗
盛
を
「
大
臣
殿
」
と
呼
ぶ
類
の
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
レ

 
ω
主
格
表
示
が
「
の
」
専
用
で
あ
る
も
の
。

 
 
関
白
殿
ω
、
浄
憲
ω
、
清
盛
⑥
、
少
将
⑥
、
宮
（
高
倉
の
宮
）
㈹
、
，
池
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
大
納
言
ω
、
新
中
納
言
㈹
、
池
の
尼
御
前
②
、
法
皇
㈹
、
主
上
②
、
忠
度

 
 
ω
、
建
礼
門
院
②
、
四
の
宮
ω
、
三
の
宮
ω
、
院
②
、
能
登
殿
ω
、
入
道

 
 
ω
、
先
帝
ω
、
障
壁
ω
、
中
将
ω
、
重
衡
②
、
故
中
の
御
門
ω
、
大
臣
殿

 
 
③

 
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
皇
室
関
係
、
公
卿
、
権
威
あ
る
武

家
に
属
す
る
。
い
わ
ば
社
会
の
支
配
層
に
あ
る
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
等
の
動
作

に
は
、

 
●
清
盛
の
召
し
つ
か
は
る
る
禿
と
さ
へ
言
へ
ば
、
道
を
過
ぐ
る
馬
、
車
も
よ
け

 
．
て
通
し
、
（
巻
一
第
一
P
1
2
）

 
●
溝
の
あ
っ
た
を
宮
の
い
か
に
も
軽
う
ざ
っ
と
越
え
さ
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
（
巻

一3一



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
 
二
第
二
P
1
0
9
）

の
如
く
、
「
る
る
」
「
ら
る
る
」
「
な
さ
る
」
「
さ
せ
ら
る
」
等
の
敬
語
助
動
詞
、
「
お

し
や
る
」
「
ご
ざ
る
」
な
ど
の
敬
語
動
詞
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
動
詞
、
助
動
詞
に
は
敬
意
が
含
ま
れ
る
と
い
ハ
．
て
も
、
そ
れ
に
は
度
合
が

 
 
 
 
 
ハ
サ
め

あ
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
会
話
引
用
の
尊
敬
の
動
詞
、
例
え
ば
、
「
仰
せ
ら
る
る
」

「
い
は
る
る
」
な
ど
に
は
「
天
草
本
」
に
お
い
て
分
布
範
囲
を
異
に
す
る
現
象

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

が
見
ら
れ
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

 
右
の
特
徴
と
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
「
の
」
と
の
関
係
を
考
、
え
て
み
る

と
、
「
の
」
助
詞
は
、
「
話
し
こ
と
ば
及
び
書
き
こ
と
ば
に
お
い
て
低
い
程
度
の
敬

意
を
示
す
」
と
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
」
に
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
「
る
る
、
‘

ら
る
る
、
お
ん
、
又
は
お
…
…
あ
る
」
及
び
コ
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
最
も
高

い
程
度
の
敬
意
を
示
す
」
と
さ
れ
る
「
な
さ
る
る
」
を
随
伴
す
る
述
語
相
当
語

句
に
対
す
る
主
語
に
承
接
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
「
の
」
に
敬
意
が
含
ま
れ
る
と

言
っ
て
も
、
そ
の
敬
意
に
は
か
な
り
の
幅
が
あ
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
よ
う
な
「
の
」
の
位
相
的
な
広
が
り
を
限
定
し
、
主
語
に
立
つ
個
々

の
人
物
に
応
じ
た
待
遇
は
、
「
の
」
に
下
接
す
る
動
詞
や
助
動
詞
の
組
み
合
せ
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
は
、
前
記
入
名
グ
ル
ー
プ

中
、
「
宮
、
法
皇
、
主
上
、
四
の
宮
、
三
の
宮
、
院
」
な
ど
主
に
皇
室
関
係
者
に

用
い
ら
れ
る
「
さ
せ
ら
る
、
な
さ
る
、
せ
ら
る
る
、
せ
ら
る
」
な
ど
「
話
し
こ

と
ば
に
お
い
て
最
も
高
い
程
度
の
敬
意
を
示
す
」
一
連
の
語
句
と
、
「
関
白
殿
、

浄
憲
、
清
盛
、
少
将
」
な
ど
公
卿
、
武
家
に
頻
用
さ
れ
る
「
る
、
ら
る
」
（
ロ
氏

文
典
に
よ
る
と
、
そ
の
敬
意
は
低
い
）
と
で
は
一
応
の
使
い
分
け
が
あ
る
。
要

す
る
に
、
「
の
」
に
敬
意
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
即
し
て
言
、
え

ば
、
敬
意
を
含
ん
だ
接
頭
・
接
尾
語
、
動
詞
、
助
動
詞
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い

る
文
脈
の
主
格
表
示
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際

の
敬
意
は
動
詞
を
始
め
と
す
る
量
的
表
現
な
い
し
、
尊
敬
の
助
動
詞
を
主
と
す

る
辞
的
表
現
に
託
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
「
天
草
本
」
に
お
い
て
は
、
「
の
」
＋
尊
敬
表
現
の
パ
タ
ー
ン
に
も

社
会
的
位
相
に
ま
る
区
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
規
範
意
識
は
、

 
●
さ
れ
ば
大
臣
殿
の
わ
る
び
れ
さ
せ
ら
れ
た
も
こ
と
わ
り
ぢ
や
と
申
し
て
こ

 
 
そ
恥
を
ば
少
し
助
け
た
、
（
巻
込
第
二
十
一
P
3
6
2
）

の
様
に
、
皇
室
関
係
者
特
有
の
表
現
形
式
が
宗
盛
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、
多
少
の
出
入
は
あ
っ
た
様
で

あ
る
，
さ
ら
に
極
端
な
場
合
に
は
、
天
皇
や
権
勢
あ
る
者
と
言
え
ど
も
、
言
語

主
体
の
感
情
価
値
の
変
動
に
よ
っ
て
、
「
の
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
が
」
に

代
え
ら
れ
る
場
面
も
出
て
く
る
。
次
の
例
が
そ
う
で
あ
る
。

 
●
ま
こ
と
に
昔
か
ら
今
ま
で
、
関
白
殿
ほ
ど
の
人
が
こ
の
よ
う
な
目
に
あ
は

 
 
せ
ら
れ
た
こ
と
は
聞
き
も
及
ば
ぬ
こ
と
ち
ゃ
、
（
巻
一
第
二
P
1
7
）

 
小
林
好
日
氏
は
こ
れ
を
例
証
と
し
て
、
「
主
語
に
附
く
「
が
」
に
は
卑
下
の
意

味
は
な
い
し
と
説
か
れ
た
施
ψ
敵
塁
を
受
け
た
関
白
が
言
語
主
体
（
こ
こ
で
は

語
り
手
）
か
ら
「
が
」
で
表
現
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
こ
に
特
異
な
待
遇
意
識
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ぽ
い

認
め
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
表
現
し
ょ
う
と
す
る
対
象
が
同
一
人
物
で
あ
っ
て

も
、
表
現
者
側
か
ら
の
感
情
価
値
に
変
化
を
き
た
せ
ば
、
「
の
」
か
ら
「
が
」
へ

と
い
う
待
遇
の
低
落
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
管
見
に
入
．
つ
た
も
の
で
は
、
前

例
と
類
似
の
表
現
に
、

 
◎
昔
も
堀
川
の
天
皇
と
申
し
た
が
こ
の
や
う
に
お
び
え
さ
せ
ら
る
る
こ
と
が
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あ
っ
た
に
、
（
単
二
第
八
P
1
4
1
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
が
」
が
直
接
、
「
天
皇
」
に
下
接
し
て
い
な
い
う
ら
み
は
存
す

る
が
、
「
～
と
申
し
た
が
」
全
体
に
待
遇
意
識
の
低
下
が
感
じ
ら
れ
る
。
従
っ
て

「
の
」
が
期
待
さ
れ
る
主
格
表
示
が
「
が
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
場
面
の
特

殊
性
に
起
因
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
言
語
主
体
の
待
遇
意
識
の
機
微
が
看

取
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
「
天
草
本
」
の
固
有
名
詞
の
う
ち
、
「
の
」
で
示
さ
れ
る
例
を
検
討
し
て

き
た
が
、
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
一
、
「
天
草
本
」
に
お
い
て
「
の
」
専
用
で
主
格
が
表
示
さ
れ
て
い
る
人
物
は

 
 
皇
室
関
係
、
公
卿
、
権
威
あ
る
武
家
と
い
っ
た
社
会
の
支
配
階
級
で
あ
る
。

 
二
、
さ
ら
に
百
王
室
関
係
し
と
「
公
卿
、
武
家
」
で
は
、
述
語
部
分
に
お
い

 
 
て
尊
敬
表
現
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

 
三
、
し
か
し
、
そ
の
規
範
性
は
絶
対
で
は
な
く
、
表
現
者
の
対
象
認
定
に
変

 
 
化
が
生
ず
れ
ば
、
評
価
に
応
じ
て
「
の
」
が
「
が
」
に
低
落
す
る
場
合
も

 
 
あ
る
し
、
随
伴
す
る
尊
敬
表
現
が
よ
り
高
度
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

 
⑰
主
格
表
示
が
．
「
が
」
専
用
で
あ
る
も
の
。
 
し
 
 
 
 
 
-

 
 
蘇
武
ω
、
信
俊
②
、
貞
能
②
、
行
綱
ω
、
西
光
ω
、
有
王
㈹
、
前
軍
ω
、

 
 
松
浦
小
夜
姫
ω
、
仏
御
前
㈹
、
競
ω
、
長
兵
衛
②
h
飛
騨
の
守
ω
、
唱
ω
、

 
 
黒
田
ω
、
忠
清
②
、
上
総
の
守
㈹
、
浄
妙
ω
、
但
馬
ω
、
佐
竹
の
太
郎
ω
、

 
 
実
習
③
、
長
茂
ω
、
木
曽
⑦
、
行
家
㈲
、
景
古
用
W
、
覚
明
ω
、
有
国
ω
、

 
 
兼
平
⑥
、
重
能
ω
、
兼
康
②
、
頼
経
ω
、
鼓
判
官
ω
、
塩
谷
ω
、
勅
使
河

 
 
原
ω
、
畠
山
ω
、
越
中
の
前
司
ω
、
・
人
見
㈹
、
面
谷
㈹
、
河
原
太
郎
ω
、

 
 
平
山
ω
、
伊
豫
の
河
野
ω
、
土
肥
の
次
郎
ω
、
成
田
ω
、
樋
口
ω
、
弟
の

 
 
七
郎
ω
、
足
利
の
又
太
郎
ω
、
六
代
ω
、
政
時
ω
、
宗
茂
ω
、
千
手
ω
、

 
 
在
原
の
業
平
ω
、
義
盛
ω
、
教
能
ω
、
右
衛
門
の
督
ω
、
堀
ω
、
梶
原
景

 
 
清
②
、
越
中
の
次
郎
兵
衛
ω
、
伊
勢
の
三
郎
ω
、
景
経
ω
、
那
須
の
与
一

 
 
ω
、
弁
慶
ω
、
清
原
の
深
養
父
ω
、
二
尊
ω
、
佐
々
木
ω

 
噛
「
が
」
で
主
格
を
表
示
さ
れ
て
い
る
奇
し
い
人
物
は
、
そ
の
大
部
分
が
下
級

武
士
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
謀
叛
が
暴
露
し
て
処
刑
さ
れ
た
行
綱
や
、
主
人
に

忠
誠
を
尽
し
た
信
俊
・
有
王
、
討
死
し
た
兼
平
、
流
人
と
な
っ
た
康
頼
、
狼
籍

者
と
し
て
の
木
曽
、
名
誉
あ
る
功
を
立
て
た
那
須
の
与
一
な
ど
、
種
々
様
々
な
．

群
像
が
う
ご
め
い
て
い
る
。
彼
等
の
行
為
を
示
す
動
詞
に
は
、
尊
敬
の
意
を
添

え
る
助
動
詞
は
使
用
さ
れ
ず
、
接
頭
、
接
尾
語
、
そ
の
他
の
語
句
に
よ
る
尊
敬

表
現
も
見
ら
れ
な
い
。
大
概
は
「
参
る
」
「
申
す
」
な
ど
の
謙
譲
語
が
使
用
さ
れ

る
か
、
常
体
の
動
詞
が
使
用
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
そ
の
動
詞
も
、
会
話
引
用
を

示
す
「
申
す
」
を
除
け
ば
、

 
●
宮
の
お
ん
方
に
は
大
矢
の
俊
長
、
五
六
院
の
但
馬
な
ど
が
射
る
矢
は
鎧
も
、

 
 
盾
も
た
ま
ら
ず
く
っ
と
ぬ
け
た
。
（
第
二
巻
第
五
P
1
2
6
）

 
●
そ
の
う
ち
に
敦
盛
を
ば
熊
谷
が
討
っ
て
ご
ざ
る
。
（
巻
四
第
九
P
2
7
6
）

な
ど
の
「
射
る
」
「
討
つ
」
の
様
な
合
戦
の
躍
動
感
を
伝
え
る
語
が
多
い
。

 
し
か
し
、
文
脈
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
か
か
る
場
合
の
「
が
」
に
は
積
極
的

な
三
面
感
も
ま
た
読
み
取
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
語
り
手
か
ら
の
特
別
な
待
遇
意

識
が
反
映
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
わ
ば
、
待
遇
的
に
は
無
色
の
、

従
っ
て
そ
れ
だ
け
近
代
語
的
な
主
格
助
詞
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
の
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
一
般
的
傾
向
に
対
し
、
言
語
王
体
の
待
遇
意
識
が
比
較
的
顕
著

で
あ
る
用
例
は
、
上
記
人
名
の
う
ち
、
木
曽
と
康
頼
の
場
合
で
あ
る
。
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天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
ー



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
●
あ
は
や
木
曽
が
参
る
ぞ
何
た
る
悪
行
を
か
っ
か
ま
つ
ら
う
ず
ら
う
と
あ
っ

 
 
て
、
君
も
臣
も
恐
れ
を
の
の
か
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
、
（
三
四
第
三
P
2
3

 
 
8
）

こ
の
よ
う
な
「
木
曽
が
」
の
例
、
七
例
と
も
木
曽
の
国
籍
を
受
け
た
敵
や
被
害

者
、
及
び
そ
れ
を
語
る
側
か
ち
の
表
現
で
あ
り
、
彼
等
の
木
曽
に
対
す
る
、
敵

意
・
憎
悪
・
恐
怖
な
ど
の
感
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
康
頼
の
場
合
は
、

 
①
少
将
の
取
っ
て
見
ら
る
る
に
も
、
康
頼
が
読
む
に
も
二
人
と
ば
か
り
書
か

 
 
れ
て
三
人
と
は
書
か
れ
な
ん
だ
。
（
巻
一
第
十
P
7
4
）

 
②
少
将
の
か
た
み
に
は
夜
の
金
、
康
頼
が
か
た
み
に
は
一
部
の
法
華
経
を
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ど
め
お
い
て
、
（
巻
一
第
十
P
7
5
）

の
如
く
、
鬼
界
が
島
に
配
流
さ
れ
た
少
将
と
康
頼
の
名
前
を
相
対
し
て
挙
げ
、

二
人
の
階
級
差
を
明
示
す
る
意
図
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
，
上
記
二
例
は
、
覚
一
本
平

家
で
は
、

 
①
少
将
の
と
ッ
て
よ
む
に
も
、
康
頼
入
道
が
読
け
る
に
も
、
（
大
系
本
P
2
1

 
・
4
）

 
②
少
将
の
形
見
に
は
よ
る
の
裳
、
康
頼
が
形
見
に
は
一
部
の
法
花
経
を
ぞ
と

 
 
ど
め
け
る
。
（
大
系
本
P
2
1
5
）

と
あ
り
、
二
例
と
も
「
の
」
「
が
」
の
使
い
分
け
が
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

口
訳
の
際
に
、
原
拠
と
し
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
「
少
将
の
と
（
ッ
）
て
よ
む
に
も
」
が
「
少
将
の
取
っ
て
見
ら
る

る
に
も
」
と
「
る
る
」
と
い
う
尊
敬
の
助
動
詞
が
添
加
さ
れ
て
口
訳
さ
れ
て
い

る
点
や
、
前
述
し
た
様
に
、
「
少
将
」
が
主
語
に
立
つ
場
合
に
は
「
の
」
が
専
用

さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
口
訳
者
の
待
遇
意
識
も
流
入
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

 
一
般
に
「
の
」
に
積
極
的
な
尊
敬
の
意
識
を
求
め
る
よ
り
、
「
が
」
に
卑
下
感

を
求
め
る
方
が
容
易
な
の
で
あ
る
が
、
「
天
草
本
」
の
場
合
、
木
曽
の
例
や
、
少
．

将
と
康
頼
を
併
記
す
る
例
を
除
き
、
「
が
」
に
明
確
な
待
遇
意
識
を
見
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
即
ち
、
大
局
的
に
は
「
天
草
本
」
の
「
が
」
は
、
感
情
価
値
に

従
う
よ
り
も
主
格
表
示
と
い
う
文
機
能
上
の
要
請
に
従
っ
て
い
る
の
が
殆
ど
で

あ
る
と
言
え
る
。

 
の
主
格
表
示
が
「
の
」
「
が
」
に
渡
っ
て
い
る
も
の
。
数
字
は
順
に
「
の
」
「
が
」

 
 
の
例
を
示
す
。

 
 
重
盛
（
3
・
4
）
、
宰
相
（
4
・
1
）
、
成
親
卿
（
4
・
1
）
、
俊
寛
（
1
・

 
 
1
）
、
妓
王
（
1
・
3
）
、
仲
綱
（
1
・
2
）
、
文
覚
（
2
・
1
）
、
頼
朝
（
含
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ

 
 
鎌
倉
殿
）
（
7
・
2
）
、
維
盛
（
1
・
1
）
、
木
曽
殿
（
6
・
3
）
盤
景
（
猫

 
 
間
殿
）
（
1
・
1
）
、
義
経
（
3
・
3
）
、
平
大
納
言
（
1
・
1
）

 
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
入
物
の
社
会
的
位
相
は
必
ず
し
も
一
定
の
水
準

を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
が
併
用
さ
れ
て
い
る
理
由

も
一
定
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
逐
次
、
用
例
を
検
討
し
て
い
く
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
本
来
「
の
」
で
遇
す
べ
き
と
見
ら
れ
て
い
る

の
か
、
逆
に
「
が
」
で
遇
す
べ
き
と
見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の

よ
う
な
規
範
的
、
形
式
的
な
意
識
や
枠
組
を
想
定
し
得
な
い
の
か
が
明
ら
か
に

な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

○
重
盛

 
①
重
盛
の
申
さ
れ
た
は
、
こ
れ
は
少
し
も
苦
し
う
な
い
儀
ぢ
ゃ
。
（
巻
一
第
二

'

一6一



 
 
P
1
5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
，

 
②
重
盛
の
さ
ま
ざ
ま
に
申
さ
れ
た
ゆ
ゑ
ぢ
ゃ
。
（
巻
一
第
七
P
5
5
）

 
③
重
盛
の
、
あ
れ
は
わ
が
命
に
代
っ
た
者
の
子
な
れ
ば
と
あ
っ
て
、
こ
と
に
御

 
 
不
便
を
加
へ
ら
れ
て
、
（
第
四
第
十
四
P
3
1
3
）

 
④
重
盛
が
か
へ
り
聞
か
う
ず
る
と
こ
ろ
を
ば
、
何
と
て
は
ば
か
る
ま
い
こ
と

 
 
は
ブ
・
（
巻
一
第
四
P
3
3
）

 
⑤
た
だ
今
重
盛
が
申
し
た
こ
と
を
ば
汝
ら
聞
か
ぬ
か
P
（
巻
一
第
六
P
4
9
）

 
⑥
重
盛
が
身
に
か
へ
て
申
し
な
だ
め
、
首
を
つ
な
ぎ
奉
っ
た
に
、
（
巻
一
第
三

 
 
P
2
8
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ

 
⑦
あ
は
れ
例
の
重
盛
が
世
を
へ
う
す
る
や
う
に
振
舞
ふ
も
の
か
な
！
（
巻
一

 
 
第
六
P
4
4
）
、

 
右
の
例
の
う
ち
「
重
盛
が
」
の
表
現
四
例
中
、
④
⑤
⑥
の
三
例
は
重
盛
自
身

の
言
葉
、
即
ち
自
称
表
現
で
あ
り
、
残
る
一
例
⑦
は
父
清
盛
の
言
葉
、
そ
れ
も

重
盛
へ
の
憤
り
の
言
葉
に
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
重
盛
の
」
の
霧
中
、
①
②

は
語
り
手
宣
三
検
校
か
ら
の
、
③
は
重
盛
に
名
字
を
賜
わ
っ
た
面
通
の
、
好
意

的
な
待
遇
表
現
と
見
な
さ
れ
る
。
清
盛
の
嫡
男
で
あ
り
、
悪
役
の
父
に
対
し
て

思
慮
を
そ
な
え
た
善
人
と
し
て
語
ら
れ
る
重
盛
は
、
「
天
草
不
」
で
は
「
の
」
で

語
ら
れ
る
存
在
と
思
わ
れ
る
。

o
宰
相

①
兼
康
は
宰
相
の
か
へ
り
聞
か
れ
う
ず
る
と
こ
ろ
を
恐
れ
て
、
道
す
が
ら
も

 
 
さ
ま
ざ
ま
に
い
た
は
り
慰
め
奉
っ
た
。
（
巻
一
第
七
P
5
8
）
・

②
少
将
い
と
な
泣
い
そ
宰
相
の
さ
て
ご
ざ
れ
ば
、
（
巻
一
第
五
P
3
7
）

③
女
房
た
ち
は
か
な
は
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
な
ほ
も
た
だ
宰
相
の
申
さ
れ
い
か
し
と

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
 
歎
か
れ
た
。
（
巻
一
第
七
P
5
7
）

④
あ
の
少
将
が
こ
と
を
宰
相
の
あ
な
が
ち
に
歎
か
る
る
が
不
便
に
ご
ざ
る
。

 
 
（
巻
一
第
十
P
7
1
）

 
⑤
あ
は
れ
例
の
宰
相
が
も
の
に
心
得
ぬ
と
と
み
に
返
事
も
せ
ら
れ
い
で
、
（
巻

 
 
一
第
五
P
3
8
）

 
「
宰
相
が
」
の
表
現
⑤
は
、
や
は
り
清
盛
の
言
葉
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
っ

て
、
①
か
ら
④
の
「
宰
相
の
」
は
語
り
手
や
、
他
の
登
場
人
物
か
ら
の
待
遇
で

あ
り
、
述
語
部
分
に
は
敬
意
表
現
が
随
伴
さ
れ
て
い
る
。

○
成
親
卿
（
大
納
言
）

①
成
親
卿
の
軍
兵
を
集
め
ら
る
る
も
院
宣
と
て
こ
そ
呼
ば
せ
ら
る
れ
、
（
巻
一

 
 
第
三
P
2
2
）

②
大
納
言
の
ゐ
ら
れ
た
う
し
ろ
の
障
子
を
ざ
っ
と
あ
け
ら
れ
た
を
見
ら
る
れ
 
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見
7

 
 
ば
、
（
巻
一
第
三
P
2
7
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

③
あ
る
時
兼
康
を
召
し
て
こ
れ
よ
り
成
親
卿
の
ご
ざ
る
備
前
の
有
木
の
別
所

 
 
へ
は
い
か
ほ
ど
の
道
ぞ
と
、
問
は
れ
た
れ
ば
、
（
巻
一
第
七
P
5
9
）

④
近
い
を
遠
う
言
ふ
は
、
成
親
卿
の
ご
ざ
る
所
を
わ
れ
に
知
ら
せ
ま
い
と
て

 
 
こ
そ
申
す
ら
う
と
て
、
（
巻
一
第
七
P
5
9
）

⑤
と
て
も
の
こ
と
に
成
親
卿
の
果
て
ら
れ
た
様
体
と
、
少
将
の
鬼
界
が
島
へ

 
 
ま
た
流
さ
れ
た
こ
乏
を
も
お
語
り
あ
れ
。
（
巻
一
第
八
P
5
9
～
P
6
0
）

⑥
そ
れ
よ
り
父
大
納
言
殿
の
住
ま
れ
た
所
を
た
つ
ね
入
っ
て
み
ら
る
為
に
、
・

 
 
（
巻
一
第
十
一
P
7
7
）

⑦
成
親
が
切
ら
れ
う
ず
る
に
お
い
て
は
、
少
将
と
て
も
か
ひ
な
い
命
生
き
て

 
 
何
に
つ
か
ま
つ
ら
う
そ
P
（
巻
土
第
五
P
4
1
）



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
成
親
卿
が
「
が
」
で
主
格
に
立
っ
て
い
る
例
は
⑦
の
み
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、

子
の
少
将
が
自
分
の
助
命
を
清
盛
に
嘆
願
し
て
く
れ
た
宰
相
に
語
り
か
け
る
場

面
で
あ
り
、
湿
た
る
成
親
卿
は
肉
親
と
し
て
自
己
に
凝
せ
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
文
の
直
前
に
「
成
親
が
こ
と
」
と
い
う
、
同
じ
く
少

将
の
言
葉
が
あ
る
の
も
事
情
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
に
向
っ
て
肉
親

を
表
現
す
る
待
遇
意
識
で
あ
ろ
う
。
「
の
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
用
例
の
う
ち
、

①
は
行
綱
が
謀
叛
を
清
盛
に
密
告
す
る
場
面
、
③
④
は
少
将
が
味
方
に
父
成
親

卿
の
配
流
先
を
尋
ね
る
場
面
、
②
⑤
⑥
は
語
り
手
と
聞
き
手
の
言
葉
で
あ
る
。

少
将
が
父
を
語
る
場
合
、
味
方
の
嘉
祥
に
は
「
の
」
、
外
部
の
者
に
は
「
が
」
と

使
い
わ
け
を
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
話
し
の
場
の
違
い
に
よ
，
っ
て
、
「
の
」

「
が
」
両
助
詞
が
使
い
分
け
ら
れ
る
一
例
で
あ
る
。

○
俊
寛

 
①
俊
寛
の
幼
う
よ
り
不
便
に
し
て
召
し
使
は
れ
た
童
が
あ
っ
た
が
、
（
巻
一
第

 
 
十
二
P
8
3
）

 
②
俊
寛
が
か
や
う
に
な
る
と
い
ふ
も
、
御
辺
の
父
大
納
言
殿
の
よ
し
な
い
謀

 
 
叛
の
ゆ
ゑ
ぢ
ゃ
。
（
巻
一
第
十
P
7
4
）

 
「
俊
寛
の
」
の
例
は
語
り
手
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
文
脈
は
幸
臣
の
有
王
、

を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
主
従
関
係
を
明
示
す
る
意
識
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の

「
の
」
に
語
り
手
の
積
極
的
な
感
情
表
出
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
「
俊

寛
が
」
の
表
現
は
自
称
表
現
で
あ
り
、
こ
の
二
例
の
み
か
ら
は
、
「
天
草
本
」
に

お
け
る
俊
寛
の
待
遇
表
現
上
の
位
置
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
妓
王

 
①
と
ど
め
お
か
せ
ら
る
る
な
ら
ば
、
下
五
の
思
は
れ
う
ず
る
心
の
う
ち
も
恥

 
 
か
し
う
ご
ざ
ら
う
ず
。
（
群
論
第
一
P
9
6
）

 
②
た
だ
し
証
書
が
み
る
を
は
ば
か
る
か
り
・
（
巻
二
第
一
P
9
7
）

 
③
そ
の
う
へ
妓
王
が
あ
ら
う
ず
る
と
こ
ろ
は
神
と
も
い
へ
、
仏
と
も
い
へ
か

 
 
な
ふ
ま
い
。
（
巻
二
第
一
P
9
5
）

 
④
け
ふ
の
見
参
は
あ
る
ま
じ
こ
と
で
あ
っ
た
を
怪
事
が
申
し
す
す
む
る
に

 
 
よ
っ
て
見
参
は
し
つ
。
（
巻
筆
第
一
P
9
5
）

 
「
妓
王
が
」
三
例
は
全
て
清
盛
の
言
葉
で
あ
り
、
「
妓
王
の
」
と
い
う
表
現
は
、

仏
御
前
の
言
葉
で
あ
る
。
両
者
の
妓
王
へ
の
感
情
価
値
の
差
が
歴
然
と
し
て
い

る
。
男
性
中
心
の
権
力
機
構
に
翻
弄
さ
れ
る
女
性
に
対
し
て
、
語
り
手
は
マ
イ

ナ
ス
の
待
遇
を
す
る
と
は
思
え
な
い
が
、
「
の
」
の
使
用
だ
け
か
ら
は
判
然
と
し

な
い
。
仏
御
前
か
ら
は
終
始
一
貫
し
て
同
情
的
に
、
あ
る
い
は
運
命
を
共
同
に

す
る
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。

○
三
綱

 
①
仲
綱
の
言
は
れ
た
は
、
た
だ
今
こ
こ
で
鶏
が
な
く
な
ら
ば
、
（
巻
二
第
四
P

 
 
1
2
3
）

 
②
馬
ゆ
ゑ
に
伸
綱
が
日
本
国
の
笑
ひ
草
に
な
ら
う
こ
と
が
無
念
な
、
（
巻
物
第

 
 
三
P
1
1
7
）

 
③
大
手
か
ら
む
か
ふ
若
大
衆
に
は
仲
綱
な
ど
が
大
将
に
な
っ
て
、
こ
れ
も
直

 
 
甲
が
千
人
あ
ま
り
あ
っ
た
と
申
す
。
（
裡
面
第
四
P
1
2
3
）

①
の
「
仲
綱
の
」
は
会
話
引
用
を
示
す
文
脈
に
用
い
ら
れ
、
語
り
手
の
待
遇

意
識
な
し
と
は
し
得
な
い
。
「
仲
綱
が
」
の
例
で
②
は
自
称
だ
が
、
③
は
語
り
手

の
言
葉
で
あ
り
、
①
と
合
致
し
な
い
。
た
だ
③
は
仲
綱
一
人
が
主
語
で
は
な
く
、

「
仲
綱
な
ど
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
」
で
は
「
話
し
こ
と
ば
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で
も
書
き
こ
と
ば
で
も
結
合
の
為
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
し
の
中
に
Z
聾
（
等
）

を
挙
げ
、
「
類
似
の
も
の
」
を
示
す
と
説
明
す
る
が
、
感
情
価
値
に
は
言
及
し
な

な
び

い
。
「
天
草
本
」
で
人
名
に
「
な
ど
」
が
付
着
し
て
複
数
化
さ
れ
た
も
の
が
主
語

と
な
っ
て
い
る
例
は
、

「
●
地
頭
・
守
護
な
ど
が
あ
や
し
む
に
よ
っ
て
、
（
巻
四
第
二
十
八
P
4
0
4
）

 
●
大
矢
の
俊
長
、
五
二
院
の
但
馬
な
ど
が
射
る
矢
（
巻
二
第
五
P
1
2
6
）

 
●
さ
れ
ば
こ
そ
こ
の
こ
と
の
き
こ
え
た
あ
か
つ
き
お
乳
母
な
ど
が
心
を
さ
な

 
 
う
て
具
し
奉
っ
て
出
た
か
、
（
巻
二
第
七
P
1
3
7
）

な
ど
が
、
採
集
し
た
用
例
か
ら
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
が
」
で
主
格
が
表

示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
敬
意
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
と
言
っ
一
て
、
逆
に
軽
愚
感
も

明
白
で
は
な
い
。
「
な
ど
が
」
の
形
式
に
待
遇
意
識
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
即
断

に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

○
文
覚
上
人

 
①
高
雄
の
文
覚
上
人
の
申
し
す
す
め
ら
れ
た
ゆ
ゑ
と
き
こ
え
た
（
巻
二
第
九

 
 
，
P
1
4
4
）

 
②
頼
朝
に
あ
る
時
文
覚
の
申
さ
れ
た
は
、
（
巻
縮
第
九
P
1
4
4
）

 
③
い
か
に
北
条
文
覚
が
頼
朝
に
忠
を
つ
く
し
ま
ら
し
た
こ
と
は
御
辺
か
ね
て

 
 
こ
ら
う
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
、
（
巻
四
第
二
十
六
P
3
8
8
＞

 
、
「
文
覚
の
」
は
い
ず
れ
も
語
り
手
、
「
文
覚
が
」
は
自
称
表
現
。
巻
雲
の
後
半

で
六
代
の
助
命
を
め
ぐ
っ
て
活
躍
し
、
頼
朝
に
忠
誠
を
つ
く
し
た
文
覚
上
人
は
、

語
り
手
か
ら
は
「
の
」
で
評
価
す
べ
き
人
物
と
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
頼
朝
（
鎌
倉
殿
）

 
 
 
ヨ

 
①
頼
朝
の
謀
叛
を
お
こ
さ
せ
ら
れ
た
由
来
を
も
お
語
り
あ
れ
、
（
巻
二
第
九
P

 
 
1
4
3
）

②
文
覚
の
す
す
め
に
よ
っ
て
頼
朝
の
謀
叛
を
お
こ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
、
（
巻

 
 
二
第
九
P
1
4
3
）

③
鎌
倉
殿
の
ま
つ
お
使
ひ
に
佐
々
木
は
何
と
た
つ
ね
回
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
（
巻

 
 
四
第
二
P
2
3
7
）

④
な
か
ん
づ
く
頼
朝
の
か
へ
り
聞
か
せ
ら
れ
う
ず
る
と
こ
ろ
も
穏
便
な
ら
ぬ

 
 
儀
ぢ
や
と
申
せ
ば
、
（
巻
四
第
十
八
P
3
4
2
）

⑤
大
臣
殿
の
父
子
を
ば
頼
朝
の
ご
ざ
っ
た
所
か
ら
庭
一
つ
隔
て
て
、
（
巻
斗
第

 
 
二
十
一
P
3
6
1
）

⑥
二
の
宮
位
に
つ
け
奉
ら
う
と
は
か
っ
た
れ
ど
も
頼
朝
の
ご
ざ
る
間
は
申
し

 
 
も
出
さ
ず
、
（
巻
四
第
二
十
八
P
4
、
0
7
）

 
⑦
関
よ
り
東
は
頼
朝
の
ご
ざ
あ
れ
ば
、
申
す
に
及
ば
ず
．
（
巻
四
第
二
十
三
P

 
 
3
6
8
）

 
⑧
頼
朝
が
か
へ
り
聞
か
う
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ぞ
（
巻
三
第
十
三
P
2
2
1
）

 
⑨
こ
れ
は
い
か
な
こ
と
P
 
頼
朝
が
み
な
が
ら
謀
を
め
ぐ
ら
せ
ば
こ
そ
、
平

 
 
家
は
滅
び
た
れ
、
・
（
巻
四
三
二
十
P
3
5
5
）

．
「
頼
朝
が
」
の
表
現
の
う
ち
、
⑧
は
降
伏
を
説
く
措
置
兼
平
に
対
し
木
曽
が

激
昂
し
て
合
戦
の
命
を
下
す
場
面
で
、
頼
朝
へ
の
強
い
対
抗
意
識
が
感
ぜ
ら
れ

る
。
残
る
一
例
⑨
は
頼
朝
自
身
の
表
現
で
あ
る
。
「
頼
朝
」
の
例
の
う
ち
、
①
②

は
聞
き
手
右
馬
之
允
の
言
葉
と
外
題
で
あ
り
一
③
⑤
⑥
は
語
り
手
喜
一
検
校
、

④
は
義
経
と
梶
原
景
時
の
い
ざ
こ
ざ
を
な
だ
め
る
三
浦
の
介
の
言
葉
、
⑦
は
頼
．

朝
に
討
手
を
向
け
ら
れ
た
義
経
の
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
称
の
場
合
と
、

対
抗
意
識
と
い
う
特
殊
な
感
情
表
現
の
他
は
全
て
、
「
の
」
で
遇
せ
ら
れ
、
権
力

一9一

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
ー



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
・
王
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

の
頂
点
に
立
つ
人
物
へ
の
配
慮
が
伺
わ
れ
る
。

○
維
盛

①
日
盛
の
落
ち
ら
る
れ
ば
、
北
の
方
を
は
じ
め
子
た
ち
の
幽
翠
を
慕
は
れ
た

 
 
こ
と
（
巻
三
第
七
P
1
8
3
）

②
三
盛
が
存
ず
る
に
は
、
足
柄
を
打
ち
越
え
て
、
坂
東
で
軍
を
せ
う
と
思
う
と

 
 
言
は
れ
た
れ
ば
、
（
巻
二
第
十
P
1
4
9
）

 
「
二
才
が
」
は
自
称
表
現
。
「
維
盛
の
」
は
目
録
の
外
題
。
目
録
の
主
格
表
現

は
や
は
り
「
の
」
「
が
」
が
両
用
さ
れ
て
お
り
、
数
的
に
は
「
の
」
が
圧
倒
的
に

多
い
。
こ
れ
は
目
録
の
文
章
が
「
…
…
の
こ
と
」
と
い
う
連
体
修
飾
節
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
と
共
に
、
階
級
的
に
上
位
者
の
動
向

を
意
味
す
る
表
現
が
殆
ど
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
こ
に
「
の
」
に
よ
る
待
遇
意
識

が
は
い
り
込
む
可
能
性
が
高
い
点
が
第
二
の
要
因
で
あ
る
。
目
録
で
、
「
が
」
に

よ
る
主
格
表
現
を
さ
れ
て
い
る
者
は
、

・
●
西
光
が
首
を
う
た
れ
た
こ
と
、
（
巻
一
第
三
）

 
●
木
曽
が
猫
間
殿
に
あ
う
て
の
無
惨
（
巻
三
第
十
一
）

の
様
に
、
罪
人
あ
る
い
は
狼
籍
者
の
場
合
が
多
い
が
、
一
方
、

 
●
那
須
の
与
、
一
が
扇
を
射
た
こ
と
（
巻
四
第
十
七
）

の
様
に
、
心
情
的
に
は
「
の
」
で
表
現
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
こ
ろ
に
「
が
」

を
使
用
し
て
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
目
録
の
主
格
表
現
も
本
文
に
準
じ
た

多
様
性
が
有
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

○
木
曽
殿

 
①
木
曽
殿
の
言
は
る
る
は
”
（
巻
三
第
五
P
1
7
4
）

 
②
そ
こ
で
木
曽
殿
の
言
は
れ
た
は
一
（
巻
三
第
三
P
1
6
4
）

 
③
木
曽
殿
の
言
は
れ
た
は
平
家
は
大
勢
で
下
る
ほ
ど
に
、
（
巻
三
第
三
P
1
6

 
 
・
4
）

 
④
木
曽
殿
の
お
下
り
あ
る
に
矢
を
一
つ
射
か
け
ま
ら
せ
い
と
（
単
三
第
十
二

 
 
P
2
1
2
）

 
⑤
木
曽
殿
の
言
は
れ
た
は
”
（
巻
四
第
四
P
2
4
5
）

 
⑥
木
曽
殿
の
言
は
れ
た
は
”
（
巻
四
第
四
P
2
4
6
）

 
⑦
ま
た
木
曽
殿
が
火
燧
が
城
に
お
か
れ
た
斎
物
威
儀
師
謀
叛
を
お
こ
し
、
（
巻

 
 
三
第
二
P
1
5
9
）

 
⑧
木
曽
殿
が
言
は
れ
た
は
”
（
巻
三
第
三
P
1
6
8
）

 
⑨
木
曽
殿
が
見
ら
れ
て
、
（
巻
三
農
十
二
P
2
1
6
）

 
右
の
例
中
、
②
③
⑤
⑥
と
⑧
で
は
構
文
は
同
様
だ
が
「
の
」
「
が
」
が
両
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
点
、
両
助
詞
の
使
い
分
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
か
に
見
、
え
る
。
'

が
、
前
述
し
た
如
く
「
木
曽
」
と
「
木
曽
殿
」
と
の
使
い
分
け
と
、
そ
れ
に
応

ず
る
「
の
」
「
が
」
の
使
用
に
は
注
目
す
べ
き
事
実
が
あ
る
。
先
ず
、
木
曲
直
我
仲

が
「
木
曽
殿
」
と
敬
称
の
接
尾
辞
を
付
け
て
主
語
に
立
て
ら
れ
る
場
合
に
は
「
の
」

 
（
従
っ
て
、
上
記
⑦
⑧
⑨
は
こ
の
分
類
で
は
例
外
と
な
る
）
、
「
木
曽
」
と
敬
称
な

し
の
場
合
は
、
全
て
「
が
」
で
主
格
が
表
示
さ
れ
る
。
「
木
曽
殿
の
」
式
の
表
現

は
「
木
曽
殿
の
言
は
れ
た
ば
」
の
如
く
、
会
話
引
用
を
示
す
、
語
り
手
の
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
④
例
の
如
く
、
敵
方
の
武
将
の
言
葉
に
も

出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
で
は
「
の
」
助
詞
と
共
に
、
述
語
部
分
に
尊
敬
の

助
動
詞
が
付
随
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
語
り
手
や
他
の
言
語
主
体
の
待
遇
意

，
識
の
反
映
あ
り
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
敵
方
か
ら
尊
敬
表
現
を
な
さ
れ
て
い
る
例

は
④
の
他
に
も
、
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7

 
●
日
本
国
に
き
こ
え
さ
せ
ら
れ
た
木
曽
岬
を
為
久
か
う
こ
そ
討
ち
奉
れ
と
言

 
 
う
て
（
巻
四
第
四
P
2
4
8
）

の
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
木
曽
殿
が
」
式
表
現
に
も
後
続
す
る
動
詞
に
は
尊
敬

の
助
動
詞
が
伴
わ
れ
、
こ
の
「
が
」
に
積
極
的
な
軽
卑
感
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ

て
、
「
木
曽
が
」
と
「
木
曽
殿
が
」
と
の
二
種
の
「
が
」
に
は
感
情
価
値
の
差
異

が
存
す
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
木
画
呈
我
仲
が
「
木
曽
殿
の
・
が
＋
尊
敬
表
現
」
の
形
式
で
表
現

さ
れ
る
の
は
、
彼
が
旭
将
軍
と
し
て
活
躍
す
る
場
面
に
お
い
て
で
あ
り
、
彼
の

政
権
安
定
後
、
暴
挙
が
目
立
つ
と
こ
ろ
に
な
る
と
、
次
の
様
に
一
変
し
た
表
現

に
な
る
。

 
●
ま
こ
と
に
木
曽
が
主
上
、
法
皇
の
わ
け
を
も
知
ら
い
で
む
さ
と
し
た
こ
ど

 
 
を
言
う
た
こ
と
は
を
か
し
い
こ
と
ち
ゃ
。
（
三
三
第
十
三
P
2
2
4
）

 
●
あ
は
や
木
曽
が
参
る
ぞ
何
た
る
悪
行
を
か
っ
か
ま
つ
ら
う
ず
ら
う
と
あ
っ

 
 
て
君
も
臣
も
恐
れ
を
の
の
か
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
（
巻
四
第
三
P
2
3
8
）

 
右
の
例
の
「
木
曽
が
」
に
は
明
ら
か
に
、
困
惑
や
恐
怖
な
ど
の
感
情
を
抱
い

た
言
語
主
体
の
待
遇
意
識
が
託
さ
れ
て
い
る
。

 
さ
ら
に
、
義
仲
討
死
の
場
面
で
は
再
び
「
木
曽
殿
の
」
の
形
式
と
そ
れ
に
伴

な
う
敬
意
表
現
が
復
活
す
る
。
そ
れ
は
「
天
草
本
」
巻
本
第
四
章
、

 
●
さ
ら
ば
よ
い
敵
ぞ
同
じ
う
は
大
勢
の
中
で
こ
そ
討
死
せ
う
ず
れ
と
ま
つ
先

 
 
に
進
ま
れ
た
。

と
武
士
と
し
て
の
最
期
を
決
意
す
る
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
に
は
義
仲

の
動
作
に
は
、
当
初
の
尊
敬
表
現
が
落
脱
し
て
お
り
、
こ
れ
以
後
再
び
登
場
す

る
め
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
面
の
「
木
曽
殿
の
」
式
表
現
は
、
上
記
⑤
⑥
な
ど

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
．
「
が
」
を
中
心
に
一

で
あ
る
。
寿
岳
章
子
氏
は
「
そ
の
悲
劇
的
な
運
命
に
襟
を
正
す
よ
う
に
再
び
「
の
」

待
遇
に
な
る
」
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
．
木
曽
が
「
の
」
待
遇
に
な
っ
て
も
、

木
曽
自
身
の
人
間
性
に
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
語
り
手
の
木
曽
へ
の
意
識

が
平
家
後
半
で
は
、
彼
の
運
命
を
中
心
と
し
た
も
の
で
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
語

り
手
の
待
遇
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
木
曽
が
英
雄
視
さ
れ
て
い
た

時
の
「
木
曽
殿
の
」
と
討
死
す
る
時
の
「
木
曽
殿
の
」
と
で
は
、
形
式
は
同
じ

で
も
、
そ
の
感
情
価
値
に
は
か
な
り
の
隔
り
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
こ
の
経
緯
を
端
的
に
示
す
の
が
「
天
草
本
」
巻
三
と
巻
四
の
目
録
で
あ
る
。

 
●
巻
三
第
一
、
木
曽
殿
の
由
来
と
、
平
家
に
対
し
て
謀
叛
を
お
こ
さ
れ
合
戦
せ

 
 
ら
れ
た
こ
と
。

 
 
 
 
 
 
マ
マ
 
 
 
 
い
く
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

．
●
七
三
第
5
、
木
曽
軍
の
評
議
を
し
て
、
比
叡
の
山
を
語
ら
は
る
れ
ば
、
比
叡

 
 
の
山
も
木
曽
に
く
み
し
た
こ
と
。

 
●
巻
三
第
十
一
、
木
曽
が
猫
間
殿
に
あ
う
て
の
無
異
と
、
車
に
乗
っ
て
牛
に
ひ

 
 
き
ず
ら
れ
た
こ
と
。

 
●
右
四
第
一
、
頼
朝
木
曽
が
狼
籍
を
聞
い
て
そ
れ
を
し
つ
む
る
た
め
に
、
範
頼

 
 
義
経
を
上
せ
ら
れ
た
こ
と
。

 
●
巻
四
第
二
、
範
頼
、
義
経
木
曽
が
討
手
に
上
ら
る
る
こ
と
“
（
中
略
）

 
●
巻
四
第
四
、
木
曽
兼
平
に
ゆ
き
や
う
て
ま
た
合
戦
を
し
、
つ
ひ
に
は
み
な
討

 
 
死
の
こ
と
。

 
「
天
草
本
」
に
お
け
る
木
曲
皇
我
仲
の
登
場
か
ら
最
期
ま
で
を
目
録
を
使
っ
て

示
す
と
右
の
様
に
な
る
。
こ
れ
で
は
特
に
「
の
」
待
遇
か
ら
「
が
」
待
遇
へ
の

変
遷
が
看
取
で
き
る
。
た
だ
、
再
び
「
の
」
待
遇
へ
復
活
す
る
現
象
は
こ
れ
か

ら
は
明
確
に
指
摘
し
得
な
い
。
以
上
長
く
な
っ
た
が
、
「
木
曽
」
「
木
曽
殿
」
の
二
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天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
f

種
の
主
語
は
、
感
情
価
値
の
変
化
に
従
っ
て
、
実
に
見
事
に
主
格
表
現
が
区
別

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
平
家
物
語
諸
本
の
中
で
も
、
特

に
天
草
版
に
著
し
い
の
で
は
な
い
か
。
前
記
①
か
ら
⑨
ま
で
の
用
例
に
対
応
す

る
詞
章
を
「
覚
一
本
」
「
百
二
十
写
本
」
で
調
査
し
て
み
る
と
、
両
本
で
の
「
の
」

「
が
」
に
よ
る
使
い
分
け
は
明
確
で
な
く
、
「
百
二
十
句
本
」
で
は
主
格
は
殆
ど

無
表
記
で
あ
る
。
「
天
草
本
」
で
は
、
他
の
諸
本
に
比
べ
、
格
表
示
は
か
な
り
厳

密
に
施
さ
れ
、
こ
の
点
で
は
近
代
語
的
性
格
が
強
い
と
言
、
え
、
し
か
も
そ
の
格

表
示
に
、
「
の
」
「
が
」
の
場
合
に
限
っ
て
言
え
ば
、
言
語
主
体
の
感
情
価
値
を
織

り
ま
ぜ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
「
天
草
本
」
の
主
格
表
現
は
、
．
格
表
示
と
い
う
論
理

的
機
能
の
顕
現
と
、
感
情
移
入
と
い
う
点
か
ら
の
使
い
分
け
（
少
な
く
と
も
特

定
人
物
に
対
し
て
は
）
と
が
著
し
い
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
を
有
す
る
と
言
、
え

る
。○

三
殿
、
猫
間
殿

 
①
猫
間
殿
と
は
え
言
は
い
で
、
猫
殿
の
は
じ
め
て
お
ぢ
ゃ
っ
た
ぞ
”
も
て
な

 
 
し
ま
い
ら
せ
い
と
言
う
と
、
（
巻
三
障
十
一
P
2
0
6
）

 
②
そ
の
こ
ろ
猫
間
殿
と
い
ふ
人
が
あ
っ
た
が
、
木
曽
に
談
合
せ
う
こ
と
が
あ

 
 
る
と
言
う
て
、
木
曽
が
宿
所
へ
ゆ
か
れ
た
れ
ば
、
（
巻
心
第
十
］
P
2
0
6
）

 
③
猫
間
殿
が
帰
ら
れ
て
か
ら
、
木
曽
も
出
仕
を
せ
う
と
言
う
て
出
立
っ
た
が
、

 
 
（
巻
三
第
十
一
P
2
0
7
）

 
①
の
「
の
」
の
例
は
猫
間
殿
を
か
ら
か
う
場
面
で
あ
り
、
わ
ざ
と
ら
し
い
磐

勲
さ
が
目
立
つ
。
②
③
は
語
り
手
の
言
葉
で
あ
る
。
特
に
明
白
な
待
遇
意
識
は

指
摘
し
得
な
い
。

○
義
経

 
①
院
の
御
所
に
は
義
経
の
参
っ
て
、
守
護
し
奉
ら
る
る
と
聞
い
た
れ
ば
、
（
巻

 
 
四
第
四
P
2
4
2
）

 
②
吉
野
法
師
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
義
経
の
こ
の
山
に
籠
ら
れ
た
と
い
ふ
に
い

 
 
ざ
討
ち
ど
っ
て
、
頼
朝
の
見
参
に
入
ら
う
と
て
、
（
巻
四
第
二
十
五
P
3
8

 
 
1
）

 
③
去
ん
ぬ
る
一
日
は
義
経
の
申
さ
る
る
に
よ
っ
て
鎮
西
将
軍
た
ら
う
ず
る
と

 
 
お
ん
下
し
文
を
な
さ
れ
、
（
巻
四
第
二
十
五
P
3
8
2
）

 
④
鎌
倉
左
兵
衛
の
佐
頼
朝
が
舎
弟
義
経
が
参
っ
て
ご
ざ
る
と
、
奏
聞
さ
せ
ら

 
 
れ
い
と
申
し
た
れ
ば
、
（
巻
四
第
三
P
2
4
0
）

 
⑤
義
経
が
な
か
ら
う
に
こ
そ
”
ま
さ
な
や
、
君
は
大
将
軍
で
ご
ざ
る
と
申
せ

 
 
ば
、
（
巻
四
第
十
八
P
3
4
2
）

 
⑥
殿
ば
ら
回
し
に
来
た
義
経
が
ま
つ
勝
浦
に
つ
い
た
こ
と
の
め
で
た
さ
よ
。

 
 
（
巻
四
第
十
六
P
3
2
9
）

 
「
義
経
が
」
の
表
現
④
⑤
⑥
は
全
て
自
称
で
あ
り
、
コ
義
経
の
し
の
表
現
と
述

語
部
分
で
の
尊
敬
表
現
に
語
り
手
の
意
識
が
見
ら
れ
る
。

○
平
大
納
言

 
①
平
大
納
言
の
配
所
に
お
も
む
か
る
こ
と
（
巻
四
第
二
十
二
P
3
6
8
目
録
）

 
②
ま
た
世
に
も
は
ば
か
ら
ず
、
平
大
納
言
が
知
耳
に
と
る
も
心
得
ぬ
。
（
巻
四
第

 
 
二
十
P
3
5
5
）

①
の
「
平
大
納
言
の
」
の
例
は
目
録
、
②
の
「
平
大
納
言
が
」
は
義
経
の
高

名
を
伝
え
聞
い
た
頼
朝
の
心
安
か
ら
ぬ
思
い
を
述
懐
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

二
例
か
ら
は
、
語
り
手
の
平
大
納
言
に
対
す
る
待
遇
意
識
は
判
然
し
な
い
。
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以
上
、
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
の
使
い
分
け
に
従
っ
て
「
天
草
本
」
に
登
場
す
る

人
名
を
ω
◎
の
の
三
通
り
に
分
類
L
説
明
を
加
、
え
て
き
た
が
、
要
約
す
る

と
次
の
様
に
な
ろ
、
％

 
先
ず
、
「
の
」
「
が
」
の
使
い
分
け
に
は
、
か
な
り
形
式
的
、
規
範
的
な
と
こ
ろ

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
の
」
は
皇
室
関
係
者
、
公
卿
、
権
威
あ
る
支
配
者
な

ど
が
主
語
に
立
つ
場
合
、
「
が
」
は
他
の
一
般
の
武
士
の
場
合
に
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
様
な
場
合
の
述
語
相
当
部
分
に
は
、
「
の
」
が
主
格
を
表
示
し
て

い
れ
ば
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
程
、
何
ら
か
の
尊
敬
表
現
が
現
わ
れ
る
。
さ
ら

に
そ
の
尊
敬
表
現
が
「
の
」
グ
ル
ー
プ
の
中
で
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ

て
「
の
」
に
敬
意
が
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
、
文
脈
的
な
現
実
に
即
し
て
見

た
場
合
に
は
、
敬
意
を
含
ん
だ
種
々
の
接
頭
、
接
尾
語
、
動
詞
、
助
動
詞
な
ど

が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
で
の
主
格
表
示
を
担
っ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
待
遇
表
現
の
体
系
の
中
で
は
、
、
先
ず
、
「
の
㌧
に
よ
っ
て
「
が
」

待
遇
と
大
別
さ
れ
、
後
続
の
表
現
で
さ
ら
に
細
別
す
る
方
法
で
あ
る
。
一
方
、

 
「
が
」
が
主
格
を
表
示
す
れ
ば
、
後
出
の
述
語
部
分
に
は
、
尊
敬
表
現
は
使
わ

れ
ず
、
待
遇
的
に
は
無
色
の
常
体
の
動
詞
か
、
謙
譲
語
か
が
使
わ
れ
て
い
る
。

人
名
を
挙
げ
る
と
、
つ
ま
り
異
な
り
語
数
で
主
語
を
挙
げ
る
と
、
登
場
す
る
大

半
の
者
が
こ
こ
に
属
す
る
。

 
次
に
、
本
来
「
の
」
待
遇
に
属
す
る
人
物
が
「
が
」
で
主
格
表
示
さ
れ
る
の

、
は
自
称
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
自
分
よ
り
、
よ
り
高
度
の
社
会
的
位
層
に
い
る
く

物
の
言
葉
に
も
出
て
く
る
。
従
っ
て
「
の
」
「
が
」
の
使
い
分
け
に
は
一
応
の
固

定
性
が
有
る
も
の
の
、
場
面
で
の
使
い
分
け
と
い
う
相
対
的
性
格
も
有
る
。
ま

た
表
現
者
も
、
表
現
さ
れ
る
人
物
も
同
一
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
に
対
す
る

感
情
価
値
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
待
遇
が
変
化
す
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
実
際
に
は
待
遇
が
低
落
す
る
場
合
が
多
い
。

 
さ
ら
に
、
「
天
草
本
」
の
「
が
」
は
待
遇
上
よ
り
も
、
主
格
表
示
と
い
う
文
機

二
上
の
要
請
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
木
曽
の
例

や
、
少
将
と
康
頼
の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
場
面
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
、
明

白
な
待
遇
表
現
も
あ
る
。

 
「
の
」
「
が
」
に
関
す
る
国
語
資
料
を
検
討
す
る
と
、
「
の
」
の
敬
意
を
説
明
す

る
資
料
よ
り
も
、
「
が
」
の
卑
下
感
を
説
く
も
の
が
多
い
。
「
天
草
本
」
で
の
実
際

の
文
章
で
も
「
の
」
で
積
極
的
に
敬
意
を
感
じ
さ
せ
る
文
脈
よ
り
、
「
が
」
使
用

の
文
脈
で
の
卑
下
感
が
印
象
に
残
る
ゆ
「
の
」
「
が
」
の
尊
卑
説
が
、
「
が
」
の
自

己
卑
下
な
い
し
強
示
性
か
ら
来
る
軽
輩
感
が
先
ず
生
じ
、
そ
の
反
射
と
し
て

「
の
」
に
敬
意
が
附
与
さ
れ
た
と
一
般
に
説
か
れ
る
こ
と
の
傍
証
と
言
、
え
よ
う

か
。

三
、
天
草
本
の
原
拠
本
研
究
に
つ
い
て

 
「
天
草
本
」
の
原
拠
本
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
福
島
邦
道
氏
は

，
「
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
」
（
昭
和
四
十
八
年
）
の
中
で
次
の
様
に
述
べ

ら
れ
る
。

 
 
こ
の
平
家
物
語
が
日
本
の
い
か
な
る
本
を
原
拠
と
し
た
か
に
つ
い
て
、
す

 
 
で
に
土
井
博
士
『
近
古
の
国
語
』
 
（
六
ペ
ー
ジ
）
な
ど
で
、
百
二
十
草
本

 
 
に
よ
り
つ
つ
も
、
流
布
本
系
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

 
 
さ
れ
た
が
、
清
瀬
良
一
氏
「
天
草
版
平
家
物
語
の
原
拠
覚
書
」
（
］
国
文
学
孜
L
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天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
ー



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
 
三
十
三
号
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
）
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
精
密
に
お
し
進

 
 
め
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
百
二
十
句
本
も
二
種
複
製
さ
れ
た
こ
と
に
よ

 
 
り
、
そ
の
研
究
も
い
ち
じ
る
し
く
高
め
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
右
の
引
用
文
中
の
土
井
忠
生
氏
の
説
は
、

 
灌
頂
巻
を
別
に
立
て
な
い
系
統
の
百
二
十
書
本
に
擦
っ
て
み
る
が
、
た
だ

 
 
第
一
巻
及
び
第
二
巻
最
初
の
一
章
「
砥
王
清
盛
に
愛
せ
ら
れ
た
事
」
等
は
、

 
 
私
の
照
合
し
た
百
二
十
二
本
（
京
都
府
立
図
書
館
蔵
）
と
は
一
致
七
な
い

 
 
で
、
別
系
統
の
流
布
本
の
本
文
に
近
い
。
流
布
本
の
何
れ
と
一
致
す
る
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
が

 
 
は
未
だ
確
か
め
て
み
な
い
。

と
、
概
様
で
は
あ
る
が
、
先
駆
的
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
拠
本

の
二
元
性
を
口
語
訳
の
意
図
に
敷
金
さ
れ
る
の
が
清
瀬
良
一
氏
で
あ
る
。
氏
は

先
ず
、
「
天
草
本
」
の
巻
第
二
第
】
章
に
収
め
ら
れ
る
祇
王
の
条
の
原
拠
を
検
討

 
 
 
お

さ
れ
た
。
「
天
草
本
」
の
巻
一
は
古
典
平
家
の
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
の
抄
訳
で
あ

る
が
、
古
典
平
家
の
巻
一
所
在
の
「
砥
土
」
の
条
が
、
「
天
草
本
」
で
は
巻
二
第

一
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
天
草
版
成
立
過
程
究
明
の
手
懸
り
と
し

て
、
本
文
の
異
同
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
覚
一
系
諸
本
の
う
ち
、
西
教
寺
文

庫
本
を
注
目
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
と
し
て
推
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
氏
の

原
拠
本
探
究
は
さ
ら
に
進
み
、
福
島
氏
引
用
の
論
文
で
は
次
の
如
き
成
果
を
見

た
。 

一
、
巻
一
の
原
拠
本
は
、
古
態
の
中
に
千
態
の
詞
章
の
書
き
こ
み
の
あ
る
本

 
 
で
、
随
時
、
そ
の
三
態
の
語
句
を
取
り
入
れ
つ
つ
口
訳
が
進
め
ら
れ
た
の

 
 
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
原
拠
本
そ
の
も
の
に
新
旧
の
詞
章
が
混
在
し
て
い

 
 
た
と
い
う
二
元
性
を
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

 
二
、
「
天
草
本
」
巻
二
第
一
「
砥
土
」
の
条
は
、
西
教
寺
文
庫
本
に
見
ら
れ
る

 
 
よ
う
な
詞
章
を
骨
子
と
し
つ
つ
も
か
な
り
複
雑
な
詞
章
変
化
を
経
た
も
の

 
 
で
は
な
い
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
三
、
「
天
草
本
」
巻
二
第
二
章
以
下
巻
四
の
終
章
ま
で
の
原
拠
本
は
、
従
来
百

 
 
二
十
装
本
が
近
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
古
態
の
百
二
十
句
本
の
詞

 
 
章
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
清
瀬
氏
の
他
に
は
、
阪
田
雪
子
氏
の
「
天
草
本
」
翻
字
作
業
に
付
随
し
た
報

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め

告
が
あ
る
。
氏
は
「
ハ
ビ
ヤ
ン
抄
キ
リ
シ
タ
ン
版
平
家
物
語
」
の
札
記
で
、
「
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
カ

草
本
」
は
百
二
十
句
本
諸
本
の
う
ち
、
慶
大
本
に
対
し
て
、
著
し
く
近
い
関
係

に
立
つ
こ
と
と
、
「
天
草
本
」
を
百
二
十
二
本
に
近
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
た
。
ま
た
、
「
天
草
本
」
巻
四
第
十
三
の
構
文
は
、

「
天
草
本
」
と
慶
大
本
と
の
み
が
】
致
し
た
展
開
を
見
せ
て
い
る
こ
と
、
道
行

文
的
な
重
衡
東
下
り
の
条
の
冒
頭
は
、
慶
大
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
で
あ
る
こ

と
を
校
合
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。

 
清
瀬
氏
の
言
わ
れ
る
「
古
態
の
百
二
十
豊
本
」
は
阪
田
氏
の
調
査
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
こ
の
斯
道
文
庫
蔵
の
百
二
十
句
本
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
斯
道
文

庫
本
は
、
従
来
の
百
二
十
句
諸
本
の
伝
本
中
、
最
古
態
を
示
す
と
山
下
宏
明
氏

 
 
 
 
ほ
 
お

は
説
か
れ
る
。
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
百
二
十
句
諸
本
は
そ
の
形
態
な
ど
か
ら
、

次
の
三
類
に
分
類
さ
れ
る
。

 
●
甲
類
本
 
斯
道
本
、
巻
八
欠
。
十
一
冊
現
存
。
漢
字
片
仮
名
交
り
。
書
写
は

 
 
 
 
 
 
室
町
末
。
（
安
部
隆
一
説
）

 
●
乙
類
本
 
小
城
本
、
巻
十
一
欠
。
十
一
冊
現
存
。
片
仮
名
交
り
九
行
書
。
慶

 
 
 
 
 
 
長
頃
の
書
写
。
（
島
津
忠
夫
説
）
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●
丙
類
本
 
平
仮
名
本
で
次
の
五
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
ω
鍋
島
家
憲
蔵
本
、
江
戸
初
期
写
譜
か
。

 
 
 
 
 
 
②
青
雲
書
屋
旧
蔵
本
、
江
戸
初
期
の
写
し
。
（
高
橋
貞
一
説
）

 
 
 
 
 
 
㈹
京
都
本
、
江
戸
初
期
写
書
（
高
橋
説
）

 
 
 
 
 
ω
国
会
図
書
館
蔵
本
、
江
戸
初
期
の
写
し
。

 
 
 
 
 
㈲
久
原
本
、
江
戸
中
期
の
写
し
。

 
右
諸
本
の
う
ち
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
丙
類
不
諸
本
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
斯
道

文
庫
本
は
室
町
後
期
書
写
と
言
わ
れ
、
現
存
百
二
十
句
様
で
は
最
古
の
肝
腎
で

あ
る
。
ま
た
そ
の
表
記
も
丙
類
本
が
い
ず
れ
も
平
仮
名
文
で
あ
る
の
に
対
し
、

屋
代
本
に
類
似
し
た
漢
字
仮
名
、
し
か
も
片
仮
名
交
り
文
で
あ
る
と
い
う
顕
著

な
特
徴
を
持
つ
。
松
本
隆
信
氏
は
、
「
百
二
十
句
の
組
織
を
と
る
こ
と
に
お
い
て

は
全
く
呵
じ
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
記
事
の
増
減
を
は
じ
め
、
詞
章
の
異
同
を

多
く
含
み
、
百
二
十
句
本
の
成
立
過
程
や
屋
代
本
、
平
松
本
、
鎌
倉
本
等
の
隣

接
諸
本
と
の
関
係
を
考
え
る
上
に
新
し
い
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

 
 
 
 
 
 

と
説
明
さ
れ
、
平
家
諸
本
の
中
で
も
貴
重
な
伝
本
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
の
斯

道
文
庫
本
は
巻
八
を
欠
巻
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
鼻
疵
が
あ
る
。
，

 
以
上
、
「
先
学
諸
家
の
研
究
を
ま
と
め
て
き
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
内
で
の

「
天
草
本
」
の
原
拠
本
調
査
と
、
平
家
諸
伝
本
、
と
り
わ
け
百
二
十
句
諸
本
の

本
文
異
同
の
調
査
結
果
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
天
草
本
」
の
巻
二
第
二
以
降
は
斯

道
文
庫
本
、
巻
一
及
び
巻
二
第
一
ま
で
は
覚
一
本
系
統
の
も
の
を
原
拠
テ
キ
ス

ト
に
想
定
し
て
調
査
を
進
め
る
の
が
、
現
状
で
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
天
草
本
」
を

は
じ
め
、
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
内
部
に
原
拠
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
記
録
が
見

い
出
せ
な
い
の
で
、
右
の
本
文
に
依
拠
し
た
理
由
も
明
確
に
し
得
な
い
。
．
た
だ

口
訳
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
数
本
の
テ
キ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
選
択
が
行
な
わ
れ

た
の
な
ら
、
難
解
な
語
句
を
避
け
、
詩
的
韻
律
文
を
削
除
し
た
、
庶
民
的
な
詞

 
 
 
 
 
 
 
 
は
 

章
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
百
二
十
露
呈
が
採
択
さ
れ
カ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
天
草

本
」
の
口
訳
基
準
は
終
始
一
貫
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
口
語
訳
の
存
立
状
態

や
敬
語
表
現
に
は
、
原
文
平
家
の
巻
八
ま
で
と
巻
九
以
後
と
で
は
か
な
り
の
ゆ

れ
が
見
ら
れ
癬
抽
こ
ろ
を
見
る
と
、
頭
初
座
右
に
置
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
わ

り
口
語
的
な
、
つ
ま
り
、
「
世
話
」
に
和
ら
げ
易
い
詞
章
を
持
っ
た
テ
キ
ス
ト
に

替
え
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
原
拠
本
が
単
一
の
も
の
で
あ
る
か
、

複
数
の
も
の
で
あ
る
か
、
な
お
追
究
す
べ
き
点
が
残
る
が
、
も
し
複
数
で
あ
れ

ば
、
右
の
様
な
事
情
が
充
分
想
定
で
き
る
⑭
で
あ
る
。

四
、
天
草
本
と
原
拠
本
と
の
「
の
」
「
が
」
の
対
比

 
「
天
草
本
」
の
巻
二
第
一
ま
で
を
覚
一
本
（
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
古
典
大
系
本
）
、

巻
添
第
二
以
後
を
百
二
十
豊
本
（
テ
キ
ス
ト
は
汲
古
書
謬
論
、
斯
道
文
庫
本
）

に
よ
っ
て
、
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
が
ど
の
様
な
異
同
を
示
す
か
調
査
す
る
。
但
し
、

斯
道
本
は
巻
石
欠
巻
で
あ
る
か
ら
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

 
「
天
草
本
」
と
覚
一
本
、
「
天
草
本
」
と
百
一
、
一
十
句
本
と
の
対
応
関
係
は
大
き

く
次
の
八
点
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
．
そ
の
分
類
と
用
例
と
を
示
す
。

①
両
本
と
も
「
の
」
で
主
格
が
表
示
さ
れ
る
も
の
（
二
五
〇
例
）
 
、

，
圓
い
ま
は
よ
そ
に
て
だ
に
も
、
此
有
さ
ま
を
見
を
く
る
者
朔
な
か
り
け
る
か

 
 
 
 
な
し
さ
よ
と
て
な
か
れ
け
れ
ば
、
（
P
1
8
0
）
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ー



天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
，
「
が
」
を
中
心
に
一

知
今
は
よ
そ
な
が
ら
も
こ
の
あ
り
さ
ま
を
見
送
る
者
の
な
い
こ
と
の
悲
し
さ

〔
 
 
 
 
よ
と
て
泣
か
れ
た
れ
ば
、
（
巻
一
第
七
P
5
4
）

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

宿
院
ノ
御
所
ニ
ハ
義
経
ノ
参
り
玉
ヒ
、
テ
守
護
シ
奉
ル
ト
聞
ヘ
シ
カ
バ
、
（
P
4

〔
 
 
 
 
9
2
）

病
院
の
御
所
に
は
義
経
の
参
っ
て
、
守
護
し
奉
ら
る
る
と
聞
い
た
れ
ば
、
（
巻

 
 
 
 
四
第
四
P
2
4
2
）

②
両
本
ど
も
「
が
」
で
王
格
が
表
示
さ
れ
る
も
の
（
一
六
七
例
）

 
圓
さ
れ
ば
汝
が
来
た
れ
る
も
た
だ
夢
と
の
み
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
（
P
2
3
5
）

 
θ
司
さ
れ
ば
そ
の
方
那
来
た
こ
と
も
た
だ
夢
と
ば
か
り
思
ふ
、
（
巻
一
第
十
二
P

 
 
 
 
8
7
）

 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
百
又
、
代
ニ
モ
偉
ラ
ス
大
納
言
力
聾
ニ
ト
ル
モ
心
得
ス
（
P
7
0
2
）

 因
ま
た
世
に
も
は
ば
か
ち
ず
、
平
大
納
言
が
聾
に
と
る
も
心
得
ぬ
（
巻
毛
第
二

 
 
 
 
十
P
3
5
5
）

③
原
拠
本
「
の
」
が
「
天
草
本
」
で
は
「
が
」
に
替
っ
て
い
る
も
の
。
（
五

五
例
）

 
圓
・
伍
し
ろ
の
か
た
よ
り
足
を
と
の
た
か
ら
か
に
し
け
れ
ば
、
（
P
1
5
6
）

 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
天
う
し
ろ
ぞ
方
か
ら
足
音
が
高
う
き
こ
え
た
れ
ば
、
（
巻
一
第
三
P
1
5
6
）

N
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
サ
ケ

 
百
此
三
年
在
高
ウ
タ
ニ
モ
笑
サ
リ
シ
人
々
ノ
声
ヲ
揚
テ
ソ
咲
ピ
ケ
ル
（
P
7

〔
 
 
 
 
5
0
）

 
知
こ
の
三
年
は
高
う
さ
へ
笑
は
な
ん
だ
人
々
が
声
を
あ
げ
て
叫
ば
れ
た
。
（
巻

 
〔

 
 
 
 
四
第
二
十
六
P
3
8
4
）

④
原
拠
本
「
が
」
が
「
天
草
本
」
で
は
「
の
」
に
替
っ
て
い
る
も
の
。
（
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
 
例
）

圓
入
道
「
つ
ね
に
も
ま
い
ら
ぬ
も
の
が
、
参
じ
た
る
は
何
事
ぞ
あ
れ
き
け
」
と

 
 
 
て
（
P
1
5
1
）

へ
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
も

天
清
盛
常
に
も
来
ぬ
者
の
来
た
は
何
ご
と
そ
P
 
あ
れ
聞
け
と
言
う
て
。
（
巻

〔 
 
 
一
第
三
P
2
！
）

⑤
原
拠
本
で
は
主
格
表
記
が
無
く
、
「
天
草
本
」
で
は
「
の
」
と
な
っ
て
い

 
 
る
も
の
。
（
五
三
例
）

圓
さ
れ
共
そ
の
中
に
源
左
衛
門
尉
信
俊
と
島
隠
一
人
、
情
こ
と
に
ふ
か
か
り

 
 
 
け
れ
ば
、
（
P
1
8
■
7
）

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

医
さ
れ
ど
も
そ
の
中
に
信
俊
と
い
ふ
侍
一
人
乗
さ
け
の
深
い
者
で
あ
っ
た
に

 
 
 
よ
っ
て
（
第
一
第
八
P
6
1
）

コ百
廿
三
騎
ノ
者
ト
モ
ヲ
中
二
取
篭
テ
後
出
ル
ポ
ト
ソ
闘
ケ
ル
、
（
P
5
2
7
）

■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

天
二
十
三
騎
の
者
ど
も
を
中
に
と
り
籠
め
て
火
の
出
る
ほ
ど
戦
へ
ば
、
（
巻
四

〔 
 
 
第
七
P
2
6
5
）

⑥
原
拠
本
で
は
主
格
表
記
が
無
く
、
「
天
草
本
」
で
は
「
が
」
と
な
っ
て
い

 
 
る
も
の
。
（
三
四
二
例
）

圓
さ
や
う
の
事
あ
る
べ
し
と
も
し
ら
ず
し
て
、
け
う
く
ん
し
て
ま
い
ら
せ
つ

 
 
 
る
事
の
心
う
さ
よ
（
P
1
0
3
）

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

天
さ
や
う
の
こ
と
が
あ
ら
う
と
も
知
ら
い
で
、
教
訓
し
て
参
ら
せ
た
こ
と
の

〔 
 
 
心
憂
さ
よ
、
（
巻
二
第
一
P
1
0
2
）

コ百
六
波
羅
ニ
ハ
軍
兵
馳
集
テ
騒
ク
コ
ト
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
、
（
P
2
7
3
）

X
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
一

灰
六
波
羅
に
は
軍
兵
ど
も
が
馳
せ
集
っ
て
み
た
に
よ
っ
て
騒
ぐ
こ
と
も
な

 
 
 
か
っ
た
、
（
巻
二
第
四
P
1
2
3
）

⑦
原
拠
本
で
は
他
の
助
詞
（
主
と
し
て
係
助
詞
）
が
使
わ
れ
る
が
、
「
天
草
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本
し
で
は
「
の
」
「
が
」
に
替
っ
て
い
る
も
の
。
（
五
六
例
）

 
 
 
（
「
の
」
に
替
っ
て
い
る
も
の
四
例
）

 
 
 
（
「
が
」
に
替
っ
て
い
る
も
の
五
二
例
）

圓
他
人
の
口
よ
り
も
れ
ぬ
先
に
か
へ
り
忠
し
て
豪
い
か
う
ど
義
心
そ
っ
き
に

 
 
 
 
け
る
。
（
P
1
5
1
）

θ司

ｼ
人
の
口
よ
り
も
れ
ぬ
先
に
返
り
尊
し
て
殺
生
か
う
と
思
ふ
心
が
つ
い
た

 
 
 
 
に
よ
っ
て
（
巻
一
第
三
P
2
1
）

 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
百
・
高
倉
面
ノ
小
門
二
人
モ
ナ
キ
間
尺
走
リ
出
ン
ト
ス
ル
所
二
（
P
2
5
3
）

 
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
灰
高
倉
お
も
て
の
小
門
仁
入
の
な
い
間
に
走
り
出
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
（
巻

 
 
 
 
二
第
二
P
1
1
2
）

 
こ
の
他
に
「
ヤ
」
「
カ
」
「
コ
ソ
」
な
ど
の
係
助
詞
が
「
の
」
も
し
く
は
「
が
」

に
交
替
し
て
い
る
。

 
⑧
 
対
応
文
が
無
い
か
、
対
応
関
係
の
明
確
で
な
い
も
の
。
（
一
〇
八
例
）

 
刃
そ
の
鬼
界
が
島
の
流
人
ど
も
を
清
盛
の
許
さ
れ
た
様
を
お
語
り
あ
れ
、
（
巻

 
〔

 
 
 
 
一
第
十
P
7
0
）

 
こ
れ
は
、
弓
馬
之
允
が
話
の
続
き
を
催
足
す
る
も
の
で
、
「
天
草
本
」
に
独
自

の
も
の
で
あ
り
、
原
拠
テ
キ
ス
ト
に
対
応
文
を
欠
く
こ
と
は
無
論
で
あ
る
。

 
圓
京
中
の
上
下
も
て
な
す
事
な
の
め
な
ら
ず
（
P
9
5
）

 
知
京
中
の
上
下
も
て
な
す
こ
と
は
限
り
が
な
か
っ
た
（
巻
二
第
一
P
9
4
）

 
 

 
こ
れ
は
文
語
的
な
「
な
の
め
な
ら
ず
」
を
「
限
り
が
な
か
っ
た
」
と
口
訳
し

た
結
果
で
あ
り
、
原
文
に
格
表
示
が
無
用
で
あ
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
対
応
関

係
が
明
確
で
な
い
場
合
は
、
文
語
独
特
の
言
い
ま
わ
し
を
、
格
関
係
を
明
確
化

し
、
言
わ
ば
論
理
的
な
表
現
に
口
訳
す
る
と
こ
ろ
に
起
因
し
、
そ
の
分
布
は
「
天

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
-
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

草
本
L
全
般
に
渡
っ
て
い
る
。
が
、
率
か
ら
言
、
え
ば
、
や
は
り
巻
一
の
第
一
か

ら
第
三
ま
で
（
覚
一
本
の
巻
一
に
対
応
）
に
高
い
頻
度
で
現
わ
れ
る
。
口
訳
の

不
馴
れ
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
天
草
本
」
全
体
の
抄
訳
量
は
平
均

的
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
大
体
に
お
い
て
前
半
の
部
分
（
巻
一
か
ら
巻

八
ぐ
ら
い
ま
で
）
に
は
、
口
語
的
性
格
の
語
句
が
多
い
。
反
面
、
そ
の
分
だ
け
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
け

原
文
の
詞
章
と
の
距
離
も
生
じ
る
訳
で
あ
る
。
後
半
の
部
分
で
は
逐
語
訳
が
多

く
、
重
衡
東
下
り
の
条
な
ど
は
前
述
し
た
如
く
斯
道
文
庫
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
文

章
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
原
文
と
の
言
い
ま
わ
し
が
近
似
し
て
お
り
、

付
表
2
か
ち
わ
か
る
様
に
巻
九
以
下
で
は
用
例
数
に
比
し
て
対
応
関
係
が
明
確

で
な
い
例
の
割
合
が
少
な
い
。
厳
密
に
言
、
え
ば
、
「
天
草
本
」
巻
一
か
ち
巻
三
ま

で
の
ペ
ー
ジ
数
と
巻
四
の
ペ
ー
ジ
数
は
大
体
同
量
と
見
て
よ
く
、
「
の
」
「
が
」
の

用
例
数
も
《
れ
に
比
例
し
て
同
程
度
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
原
拠
文
と
の
対

応
関
係
が
不
明
確
な
表
現
が
前
半
の
部
分
に
は
後
半
の
約
西
倍
弱
の
率
で
出
現

す
る
。
そ
れ
程
、
原
文
か
ら
の
逸
脱
が
前
半
に
お
い
て
大
き
く
、
後
半
に
お
い

て
三
遷
い
の
で
あ
る
。

 
さ
て
ハ
付
表
1
、
付
表
2
、
及
び
前
記
の
対
応
関
係
の
分
類
に
基
づ
い
て
検

討
す
る
と
「
天
草
本
」
と
原
拠
本
の
「
の
」
「
が
」
に
よ
る
主
格
表
示
に
は
次
の

様
な
特
色
が
指
摘
で
き
る
。

①
原
拠
本
と
「
天
草
本
」
で
は
「
の
」
「
が
」
の
数
値
上
の
優
劣
が
逆
に
な
る
こ

 
ど
。
つ
ま
り
、
原
拠
本
で
は
「
の
」
、
「
天
草
本
」
で
は
「
が
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約

 
二
倍
の
割
合
で
優
勢
を
示
す
。
こ
れ
は
、
原
拠
本
で
は
、
単
文
で
の
主
語
が

 
格
表
示
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
、
連
体
修
飾
立
中
で
の
主
語
が
「
の
」
に
よ
っ
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天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

て
格
表
示
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
「
天
草
本
」
で
「
が
」
ガ
優
勢
を

示
す
の
ば
、
原
拠
本
の
主
格
無
表
記
及
び
係
助
詞
に
よ
る
格
表
示
を
、
主
と

し
て
「
が
」
で
行
な
っ
た
こ
と
に
拠
る
。
ゴ
ち
な
み
に
、
「
天
草
本
」
で
の
「
が
」

の
例
数
は
原
拠
本
の
四
倍
強
で
あ
る
。

②
原
拠
本
の
「
の
」
の
用
法
の
う
ち
、
過
半
数
が
連
体
修
飾
羽
中
の
主
格
助
詞

 
と
し
て
使
わ
れ
て
お
0
1
所
謂
、
従
属
旬
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特

 
徴
は
「
天
草
本
」
で
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
「
の
」
の
全
用
法
の
、
一
．
を
占
め

 
る
に
至
る
。

③
原
拠
本
の
「
が
」
の
用
法
の
う
ち
、
連
体
修
飾
節
中
の
主
格
表
示
は
半
数
に

 
至
ら
ず
、
「
天
草
本
」
で
は
⊥
5
以
下
と
、
全
用
例
に
占
め
る
割
合
が
減
少
し
、

 
「
が
」
の
純
粋
な
主
格
助
詞
と
し
て
の
機
能
が
発
達
し
て
い
く
様
相
を
見
せ

 
る
。

④
両
本
で
「
の
」
と
「
が
」
の
交
替
が
見
ら
れ
る
場
合
、
「
の
」
が
「
が
」
に
替

 
え
ら
れ
、
そ
の
逆
は
無
い
と
言
え
る
。
た
だ
一
例
、
例
外
が
あ
る
。
「
の
」
が

 
 
「
が
」
に
替
え
ら
れ
る
場
合
、
複
文
の
場
合
で
は
な
く
、
単
文
的
な
主
格
用

 
法
の
「
の
」
で
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
層
つ
ま
り
、
節
中
の
「
の
」
は
安

 
書
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
「
の
」
が
不
安
定
で
、
「
が
」
に
代
替
さ
れ
や
す

 
か
っ
た
。

⑤
「
の
」
「
が
」
両
助
詞
と
も
に
、
原
拠
本
で
、
連
体
修
飾
節
中
の
主
語
を
表
示

 
す
る
場
合
は
、
「
天
草
本
」
で
も
同
じ
用
法
で
あ
り
、
節
を
構
成
し
な
い
場
合

 
の
主
格
表
示
で
あ
れ
ば
、
「
天
草
本
」
で
も
同
様
の
用
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
両

 
本
の
対
応
文
は
主
述
関
係
か
ら
見
た
場
合
に
、
構
造
上
に
は
大
変
が
な
く
、

 
 
「
天
草
本
」
．
の
主
述
関
係
は
原
拠
本
に
忠
実
で
あ
る
と
一
言
、
え
る
。
一
般
に
遂

語
訳
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
特
色
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
五
点
は
、
院
政
、
鎌
倉
期
以
降
、
「
の
」
は
連
体
格
に
、
「
が
」
は
主
格

に
と
、
両
助
詞
の
文
法
的
機
能
が
分
岐
す
る
通
時
的
様
相
の
枠
内
に
あ
る
も
の

で
、
数
値
か
ら
の
判
断
と
い
う
大
局
的
な
立
場
か
ら
は
「
天
草
本
」
に
お
け
る

「
の
」
「
が
」
は
国
語
史
の
一
般
的
趨
勢
か
ら
、
そ
れ
程
離
れ
て
は
い
な
い
と
言

え
る
。
が
、
個
々
の
例
文
か
ら
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
様
な
特
色
が
種
々
存
す

る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
取
り
挙
げ
な
か
っ
た
「
天
草
本
」
の
普
通
名
詞
（
人

を
指
す
場
合
の
）
に
承
接
し
た
「
の
」
「
が
」
の
用
法
を
検
討
し
、
「
の
」
「
が
」

を
中
心
と
し
た
「
天
草
本
」
で
の
待
遇
表
現
体
系
と
、
原
拠
本
で
の
そ
れ
と
を

比
較
す
る
こ
と
は
今
後
に
残
さ
れ
る
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
5
2
年
1
2
月
）

注
！
 
 
「
伊
曽
保
物
語
」
と
「
金
句
集
」
は
一
五
九
三
（
文
禄
二
年
）
。
三
部

 
 
と
も
天
草
学
林
よ
り
刊
行
。

注
2
 
 
「
世
話
」
は
日
葡
辞
書
に
よ
る
と
、
「
×
①
¢
9
×
Φ
ρ
①
⇒
巳
砂
《
碧
⊆

 
 
o
o
8
σ
鋤
」
と
あ
り
、
宣
教
師
た
ち
が
生
硬
な
日
本
語
を
避
け
、
世
間
一

 
 
般
の
平
易
な
言
葉
で
布
教
を
行
な
お
う
と
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

注
3
 
ハ
ビ
ア
ン
緒
言
に
よ
る
。

注
4
 
 
「
天
草
本
平
家
物
語
」
の
原
拠
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

注
5
 
橋
本
進
吉
「
吉
利
支
丹
教
義
の
研
究
呂

 
 
 
土
井
忠
生
「
吉
利
支
丹
語
学
の
研
究
」

 
 
 
吉
田
澄
夫
「
天
草
版
金
句
集
の
研
究
」

 
 
 
な
お
、
個
々
の
語
句
の
綴
り
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
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森
田
武
「
吉
利
支
丹
資
料
の
ロ
ー
マ
字
綴
」
国
語
学
2
0
輯
が
あ
る
。

・
注
6
従
っ
て
、
以
下
「
の
」
「
が
」
の
用
法
は
説
明
が
な
い
限
り
主
格
用
法

 
 
の
も
の
で
あ
る
。

注
7
 
 
「
伊
曽
保
物
語
」
の
用
例
数
は
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研

 
 
究
室
編
の
索
引
に
よ
る
。

注
8
 
清
瀬
良
一
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
口
語
訳
の
存
立
状
態
」
「
国

 
 
語
学
7
4
」

注
9
 
〈
平
家
〉
は
天
草
版
の
原
拠
と
思
わ
れ
る
古
典
平
家
の
こ
と
を
指
す
。

注
1
0
 
こ
の
数
値
は
、
全
用
例
で
は
な
く
「
天
草
本
」
の
用
例
と
対
応
し
て

 
 
 
い
る
例
数
を
示
す
。

注
1
1
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

注
1
2
 
以
下
、
「
天
草
本
」
の
引
用
文
は
、
亀
井
高
孝
、
阪
田
雪
子
翻
字
本
に

 
 
ょ
る
。
ペ
ー
ジ
数
は
原
文
の
も
の
で
お
る
。

注
1
3
 
こ
の
傾
向
は
富
士
谷
成
章
は
じ
め
、
諸
家
の
指
摘
し
て
き
た
通
り
で

 
 
あ
る
。

注
1
4
 
こ
こ
に
い
う
主
格
表
示
は
「
の
」
「
が
」
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、

 
 
他
の
格
助
詞
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。
O
内
の
数
字
は
例
数
で
あ
る
。

注
1
5
 
 
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
」
の
「
助
詞
に
接
続
す
る
尊
敬
及
び
卑

 
 
下
の
助
辞
に
就
い
て
」
訳
本
五
七
九
ぺ
'
ー
ジ
に
細
分
類
が
示
さ
れ
て
い

 
 
る
。

注
1
6
 
清
瀬
良
一
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
会
話
引
用
の
言
い
か
た
に

 
 
つ
い
て
」
（
「
国
文
学
孜
」
1
6
号
、
S
3
1
）

注
1
7
 
小
林
好
日
「
助
詞
「
が
」
の
表
現
価
値
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
S
3
1
）

注
1
8
 
こ
の
よ
う
な
立
場
は
早
く
寿
岳
章
子
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。
「
室
町

 
 
時
代
の
「
の
・
が
」
」
（
「
国
語
国
文
」
S
詔
）

，
注
1
9
 
木
曽
は
他
の
武
士
に
比
べ
る
と
階
級
は
高
い
が
、
狼
籍
者
と
し
て
見

 
 
ら
れ
た
場
合
は
待
遇
は
低
下
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
詳
述
す

天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
主
格
表
現
，
一
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
中
心
に
一

 
 
る
。

注
2
0
 
②
例
は
連
体
格
用
法
の
場
合
で
あ
る
が
、
傍
証
と
し
て
掲
げ
る
。

注
2
1
 
木
曽
に
つ
い
て
は
、
「
が
」
の
項
で
リ
ス
ト
に
載
せ
た
が
「
木
曽
殿
」

 
 
の
表
現
は
事
情
を
異
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
細
分
し
た
。

注
2
2
 
訳
本
P
4
7
6

注
2
3
 
敬
語
講
座
第
三
巻
「
中
世
の
敬
語
」
所
収
「
抄
物
・
キ
リ
シ
タ
ン
資

 
 
料
の
敬
語
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
噛

注
2
4
 
引
用
文
ば
「
国
語
科
学
講
座
」
第
四
巻
所
収
の
「
近
古
の
国
語
」
に

 
 
よ
る
。

注
2
5
 
清
瀬
良
一
「
天
草
版
平
家
物
語
の
原
拠
l
i
「
祇
王
」
の
場
合
に
つ

 
 
い
て
一
L
（
「
国
文
学
孜
」
2
3
号
、
S
訪
）

注
2
6
 
吉
川
弘
文
館
発
行
。
昭
和
四
十
一
年
。

注
2
7
 
慶
応
大
学
附
属
研
究
所
、
斯
道
文
庫
蔵
の
も
の
を
さ
す
。

注
2
8
 
山
下
宏
明
「
平
家
物
語
百
二
十
薄
曇
再
考
」
（
古
典
文
庫
h
平
家
物
語
」

 
 
四
所
収
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
、

注
2
9
 
汲
古
書
院
発
行
、
「
百
二
十
句
本
平
家
物
語
」
の
別
冊
に
松
本
氏
の
解

 
 
題
が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
罵

注
3
0
 
岩
波
大
系
本
「
平
家
物
語
」
下
解
説
。

注
3
1
 
清
瀬
良
一
前
掲
論
文
。
（
注
8
）
 
 
 
 
 
、
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附表1 'F天草本平家の「の」「が」（主格）の分布状態」

注1

 「十動」の「動」は

動詞を意味し、 「の」

「が」に対応する述語

部分が従属句を構成し

ていないもの。

注2

 「十節」は「のSが」

に対応する述語部分が

連体修飾節を形成して

いるもの。

注3

 「＋形」は形容詞が

後続する場合で（〉内

の数値は連体修飾節を

形成しているもの。

原 '天 対キ あ 十 十 十 そ が 十 十 十 そ

拠 草 比ス 『総 の 総 の

本 本 テト 数 動 節 形 他 数 動 節 形 他

巻
1

1
1
 
1
3

19 8 9 2（1） 0 26 i8 4
'2（0）

2｛0）

覚

2
3
1
 
1
9

46 14 29 3（3） '0 76 52 14 7〔0） 3（0）

10
一

3 1 ～ 33 4 24 4（4） 1（1） 35 18 8 7（1） 2（0）

12

本
1

① 五1 1 13 3 8 2② 0 31 21 6 4（0） 0

4

2
1
1
 
1

2／ 8 11 2（2） 0 114 91 17 5（0） 1（0）

8 百

9 二
i

5 Il l ．10 2 6 2（2） 0 31 27 3 1（0） 0

10 十

句 ●

6 nI 1
本

2 2 0 0 0 i9 6 1 2（1｝ 0

7
2
1
1
u
8

31 17

P

12 2（2） '0 99 78 9 12（2） 0

8』

9
1
1
1
 
1

欠 29 8 15 5（5＞ 1（0） 74 52 12 8（2） 2（0）

13

8
'IV 1 巻 ！ 0 1 0 0 8 6 0 1（0） ユ（0）

9

2
W
 
l

」51 12 30 9（4＞ 0 109 8！ 15 9（1） 4（0）

10

百

10マ
10 Pllマ 二、 28 12 15 1（1＞ 0し 67 40 12 11（0） 4（0）

15

十 1
16

1！ Pl l

Q0

句 33 9 20 4（3＞ 0 6
1
．

．41 8
11（2＞．

0

本
21

12 IV ～ 49 19 26 1（1＞
3（0）

38 29 7 2（0） 0

28

366 118 206 37（3① 5（1＞ 778 560 116 83（9）

19‘
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天
草
本
平
家
物
語
に
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け
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格
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現
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を
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に
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附表2 「天草本の用例に対応する原拠本での「の」「が」（主格）の分布状態）

原
由
本

テ
キ
ス
ト

の
総
数

う
ち
わ
け

片
膚

十
節

十
形

十
そ
の
他

が
総
数

う
ち
わ
け

十
動

十
節

十
形

十
そ
の
他

無
表
記

そ助

ﾌ
他
の
詞

対
応
せ
ず

計

巻
1

9
1・

5 2（1） 0 0 0 0 0 0 1・ 0 7
119

14

5 1・ 1 1（0） 0

2

2 1・ 0 0 0
11・

1 8
126

覚
34

l11
22 0 1 1 0 1 0 0 4 1 6

i46
2 41

7 1・ 1 1（0＞ 0

191
18 8 10 0 0 36 6 9

i76馬

28 1・ 19 3（3） 2 0 1・ 0 0 0' 11 0 4
［33

3 33

5 3 0 1』

i
0
） 1

14

14 1・
8 0 1

112
1 3 35

本
9 11 5 3〔3） 0 0 1・ 0 0 0 い 1 2 i13

① 10

1 i・ 1 0 0

8

8 3 5 0 0
i14

4 4
131

14 1・ 8 0 0 0 0 0 0 0 1・ 1 0
121

4 21

7 1・ 1 1（1） 0

29

29
122

7 0
、

0 57 10 1
1

巨14

7 2 3 2（1） 0 0
1・

0 0 0 1 0 2
11・

5、 13

6 1・ 2 0 0

6

6 5 1 0 0
115

1 3 31

3
1・ 0 0 0 0 0 0 0 0 1・ 0 0 2

6 2

0
［・

0 0 0

2

2 2 0 0 0
｝・

0 2 9

i5 1・ 6 0 0 0 1・ 0 0 0
i11

0 5
131

7・ 21

6 5 1 0 0

9

9 1・ 2 0 0 162 3 19
i99

8
／ ／

／
'

／
／

百
二
十
句
本
（
斯
道
本
）
 
▼

40 1・ 24 7（2） 0 0 1・ 0 0 0 1・ 1 1
151

9 43

3 3 0 0 0

38

38
1・4

12 0 2' 49 14 5
【1・9

25 12 11 2（2） 0 0
1・

0 0 0 3 0 0 128

10 33

8 1・ 0 0 0

13

13 1・ 9 0 0
135

4 7
167

26 1・ 17 1（0） 0 0 0 0 0 0 1・ 0 0 33
1
1

30

4 1・ 0 0 0

  17

P
17 1・ 6 4 0 29 6 5

161

41 巨7 23 0 1 0
1・

0 0 0 7 0 1
149．

12 44

3 1・ 0' 0 0

1
1

1
1

1・ 5 0 0
118

2 4 38

250 1 1 153
4

305

55

126 150 24（13） 5 168

167

95 66 4 3
1352

52

108 1032

注1 「うちわけ」その他の欄で二段に分かれているものは上段が天草本の「のs下段が「が」に対応するものである。

注2 「＋動」とは「の」 「が」に対応する述語部分が従属句を構成していないもの。「＋節」及び「＋形」の（ ）、

  内の数値は、従属句を構球し、連体修飾節の主格表示の例を示す。

注3 最右欄の合計はそのまま天草本での各巻の「の」「が」の合計に相当す翫
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